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ま 1J)三え き

琵遺制:議会:現活乃必要連立援に7命す=る迄も友い事・であるが.その影響する範曹は極めて大きく、就

中湖'1<位。低下が沿岸地域の各種産業或は諸施設に対して直接叉は間接tz:影響を及ぽすととが予想

さfL.)是等については従来現:tz:F1重々倹}すが;子b礼移響D変会が明らかにされた郊 Iうもあるが.水産資

源に及'~，影響疋ついては未だ明蜜な資枠;土得ら札ていえEい現売である。

今投'1<位低下が'1<牽主防に及~，;，喜多響を肥室ずる基護資料を得るため.直接市左影響を受け且亦

魚司類D童市暴であり、成寄場である百辛禽;脊持に藻若D実態調査を行ったので、本調査結果を骨

子として更に既往D研究調査資料に基き琵琶湖の性状、棲息する生物.水産業の現潟、蕃殖保護及

び増直事業等についても集録し、更にプランクトンに関しては別に取彊めたョ勿論71<位低下が魚貝

草競D繁査に及'f'，影響冷水位低下の時明及~程度により、叉魚司草類D繁直時期及びその習性の

相違等によっても大きく異なるため一概に諭す=る事は出来ないσ従って本調査結果から結論を得る

には向王寺日を要するので葱に基礎資料として報告する次第である。

本調査は昭和 ~8年度調査地域総合開発調査費に依るものであって、実施に当って絶大たる御援助

を賜った県総合開発局に深謝すると共に‘御指導に預った諸氏即ち水草類についてはk津臨湖実験

所山口久直氏、貝類は京都大学黒田徳米博士.底棲生物は奈良女子大学-津田桧首博士、魚類は資源科

学研究所中村守純氏、叉プランクトンに関しては大津臨湖実験所前所長上野益三博士の御好意によ

り同所根来健一郎博士の御担当を煩わしたもので、葱に上記の諸氏に対して厚く謝意を表するもの

である。

取纏分担表

水産業に関する事項

クトン

理化学的事項

水草類に関する事項

貝類及び底棲生物

測点及び等深線図

稚魚棲息場、魚類其他、

繁種保護、増殖事業

昭和29年3月31日

末次伝

根来健一郎(大津臨湖実験所)

内藤慎二、水沼栄三、橋諸掬一郎

古川優.池間准蔵

水本三朗、小林吉三

山中勇太郎、小林茂雄

小林茂雄

滋賀県水産試験場長 末 伝ヲた



1 深度別面積

琵琶湖沼岸帯調査

調査項目

2 底質別面積

調

3 水生植物

査期

4 底棲生物

間

5稚魚棲息場

潜水調査は昭和28年8月下旬より11月中旬、深度及び稚魚棲息場調査については昭和29年3月中

旬迄とした。

調査 方法

琵琶湖々岸(河川、中ノ湖及び早崎内糊以外の群小内湖を除く)に沿い略2km間隔に116カ所の
(11) 

調査基点を設け、各基点毎tc深度1mより7mtL至る範囲内で各深度別 (6m線は除<)に総計638固

に亙って浅利式簡易潜水具を用いて潜水して調査した。

採集方法としては水草類は密生地帯では25cm平方、疎生地帯では50口n平方の鉄枠を用い、貝類は

50cm平方、底棲生物及び底質はエクマンパージにより採集を行い、霞は50cm平方内の株数を算え

た。採集した水草類は種類別tc本数、湿潤重量及び乾燥重量を、員類は同様個体数、殻長及び殻付

重量を、底棲生物は個体数及び重量を夫々測定した。底質は径6cm以上の石をR、6cm以下で3mm

自の飾K残るものを礁G.3mm以下 0.5mm以上を砂S、0.5mm以下を泥Mとし夫々の組成に応じて

R，RG、RS、G，GS、GM、S、SM、Mの9階級K分類した。

叉各調査地点の位置は実測及びレベルを併用して決定し、更に複雑在地形に応じて補助測点を設
C註2)

けて深度のみを測量しです:n以浅tcj;;--ける等深線図(縮尺1/5000)を作製して各深度別にプラニメ

ーターによって面積を算出した。

稚魚棲息場については湖岸及び内湖の藻場tL沿いて稚魚網を用いて季節的に調査を行った。

向琵琶湖沿岸を次の 4地区tL区分した。

湖南地区 真野川尻より野洲川南流尻を結ぶ線以南より瀬間川鉄橋に至る地区

湖東地区 野洲川南流尻より余呉川尻に至る東部湖岸地区

湖北地区 余呉川尻より石田川尻に至る北部湖岸地区

湖西地区 石田川尻より真野川尻に至る西部湖岸地区

I面 積

1 深度別面積

調査結果

深度別面積を地域毎に表示すれば第1表の如くたれとれによる左湖南部は0-..1mを除き各深度

共最大値を示しているのに反し、湖北部は狭い。とれを湖岸線lkmtc対する深度別各面積にみても

註 1.水位のO線は魚類其他生物の常時の棲息範囲を考慮して常水位く+30m)を基準とした。

註 2. 等深線の中基点聞の不備な個所については昭和26年度の本場調査及び低水位対策調査報告書〈昭和

27年滋賀県〉を参考としたが、向不備な個所について機会を見て補Eしたい。
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(第2表)同様の事が結論される。

第 1表深度別面積 (m2)

三二三二3架 度m I I I I 
_________ 10-1 11-2 I 2-3 I 3-4 I 4-5 I 5-7 

地区 -----1 I 1 I 

湖 南 部 11ω2司5:I~仰仇仰，1吋 10∞ρ仰~I 肌，12泊:1 附3払，判 17，317辺m5 

湖東部|抑

湖 北 部 | ωO∞付01 39児弘仰2，羽，3吋 叫却仰O01 ω5刊01 6O叩8，“抑仰，必刈6印004i 込制ω4必術偽仰3お払抑ω6ιω仰ω，ρm仰O∞m O∞ O 
両 一1西 部 「示雨示5司可「一2ム函…記示点副jム詞一一| ω ，吋三三7i=i93…示示| 勾山山…l日山山ω1，1ω，パ，12ロ251 加 2，勾山山，A品川l日印5印O 

計 I 7.538，600113.61仰 5]即刷。117，330，6001仰仰河町10.600

註本調査においては常水位く+30cm)を0線とした。

次&L:第2表の結果を図示すれば第2図の適 km
2 

りであり、とれに明らか友如〈全般を通じて

は湖南、湖束、湖西‘湖北の順とたる。而して

湖甫、湖西部の2--3rnを例外とすれぽ一般に

深所程面積は広〈友る傾向がみられる。

即ち 1m以深紅於ては湖南部は傾斜が最も

緩やかであるが、 1m以浅では湖南部は湖東

湖西部よりも梢々傾斜の急であるとも云える

が、あまり大した差は友い。 。

x 

。噌1 -2 -3 -4 柑 5 "" 7m 

第2図湖岸lkmlこ対する面積の変化
縦，面積、横軸，深度範囲、
実線，湖南部、大s点線，湖東部、破線，
湖西部、小点j線，湖色部、

第2表湖岸線1kmtc対する深度別面積表 lm2)

南
東
北
西

部
部
部
部

湖岸鯨の距離
km 

55.5 
85.0 
50.0 
47.0 

2.底質別面積

深度及び地域毎tc底質の各段階の出現枠数の頻度を見、とれによりその面積を算出すれば第3表

の通りである。とれに依ると湖東、湖南部はM、湖西部はS、湖北部はRの場所が最も広い面積を示

している。叉一般tcR、Gの様友形の大きいものは浅所t亡、 M、SM‘Sの様友粒子の小さいものは

深所に広い分布をもっ傾向が窺bれる。然し乍ら湖北部忙於ては他の3地域にみられる様た傾向は

認められすヘ R、GはMと共tc5 -7m線tc最大の面積を有している。
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第 3表底質面積表 くkm2)

そそ地主J事L跡¥ 

R 0.671 
RS 0.118 
G 0.197 

湖東部 GS 0.474 
s 1.066 
SM 0.276 
M 1.145 

0.0841 
0.167 
0.084 

湖南部
0.586 
0.084 
0.669 

R 0.349 
G 0.247 

湖西部
GS 0.305 
s 0.305 

15M M 
0.247 

R 0.318 
RG 0.023 
RS 

湖北部
G 0.023 
GS 0.023 
GM 
s 0.074 
M 

E水生植物

1)種類
《註円

0.793 

0.423 
0.106 
1.522 
0.106 
2.327 

0.293 
0.293 
2.878 
0.293 
1.807 

000o14Aa20Xo083武22a a 川l 

0.173 
0.043 
0.020 
0.020 

0.118 
0.020 

2_3[3_'1… 
0.658 0.257 0.160 

0.088 0.103 0.160 
0.088 0.771 0.800 
1.491 1.748 3ぷ)Q
0.658 0.514 0.800 
1.403 1.748 2.879 

一

0.403 0.449 
0.403 
2.517 2.694 0.808 
0.403 0.449 
6.142 5.389 12.656 

0.257 0.104 0.063 
0.367 0.182 0.148 
2.018 1.686 1.393 
0.257 

00.・057485 
0.148 

0.771 0.358 

0.324 0.301 0.268 
0.034 

0.031 0.030 
0.034 一 一

一 0.030 
0.034 0.031 0.030 
0.159 0.068 0.067 
0.103 0.184 0.183 

計

2.539 
0.118 
0.971 

0.687 2.926 
5.773 14.800 
0.412 2.766 
6.873 16.375 

0.084 
0.167 
1.229 

一 0.696 
9.483 
1.229 

17.317 43.980 

0.431 
0.105 0.982 

1.208 
2.178 8.630 
0.246 0.811 
0.983 3.336 

0.974 2.358 

一 0.100 
0.081 

0.365 0.442 
0.053 
0.095 

0.122 0.708 
0.974 1.464 

山口は琵琶湖及びその内湖に生宇る水草は60種であり、湖中のみに生やるものは約33種であると
(;il2) 

しているが、本調査中に出現した種類は19属28種を算えた。

2) 分布並びに繁茂状況

i分 布

1) 湖東部一般に深度は緩やかで、早崎地先の如くす m線が1650mの沖合を通る所も稀では

友いが、 沖島周辺以外の地域では生育下限が大体5m以浅である。水草類の分布状視をみると早

崎、長浜、長命寺.吉川附近は密生し、ぜワセキシヨワモ、セキシヨワモ、クJレマモが特tz:多い。早

崎附近の砂疎地位はクログ.ワイが、沖島南岸の砂磯地にはクログワイ、シヤジクモ、フラスコモが

みられるが多量では友い。叉沖島対岸の切通し附近ではササパモ、フサモが異常に生育繁茂し 1m

以上に達する程であるが、各河川の川口では広範囲に亘って皆無の場所があれとれらは細かい砂底

の所が多く、一方沖島周辺の如く湖底に岩石が重友り水草生育の余地の友い所もある。全般を通じ

てぜワセキショウモ、セキショウモ、センユンモ、マヅモ、イバラモが主として生育する。

註 1) 山口久直:ー:943:琵琶‘湖の水草、陸水雑13.く2-3).PP.99-lOL

註勾琵琶湖産水草目録参照
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ヨシ帯は余呉川一長浜、柳}II-八丁洲、岡山、日野JII口及び野洲川口にみられ、泥質である早崎

内湖の東岸にはマコモが生育しているo
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第 4図 琵琶湖沿岸地帯の横断模式図
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堅田、木浜狭隆部を除い湖南部2) 

ては全て7m以浅であるが比較的東岸の方が

遠浅とたれ堅団地先及び各河川のJII口附近

以外は泥質である。

東岸は草津川尻及び伯母川以南を除き 2--

ピワセキショワモ、セン3m迄はク Jレマモ、

ニンモ、セキショワモがよく繁茂しているが

4rn以深にはたい。常盤の入江にはサンシヨ

ヒシ、ガガプ夕、ウキクサ、アオワキワ=r:、

クサが、叉北山田附近にはフトイが生育して

いる。西岸は概して疎生であP堅田、柳ケ崎

膳所附近に密生地をみるにすぎたい。東岸と

同じくピワセキショウモ、センニンモ、クJレ

マモが多いが、他にイバラモ、エピモ、ササ

バモの密生する地域もある。調査時期の関係

からか膳所以南でエピモの発芽種子がかたP

見出された。堅団地先の砂疎地にはクログヲ

ィ、フラスコモ、シヤジクモが生育している。

ヨシ帯は柳ケ崎よ P瀬田の間以外は全般的

t'C生育しているが東岸によく繁茂する。

常磐及び矢橋にマコモ帯がみられる。

饗庭、新儀村地先を除い湖西部3) 

ては全て湖底は急傾斜を悲し、特に明神より
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水草は各川口及び舞

子附近以外は全般的t'C生育し、饗庭、新儀、

四津川、勝野、小松、木戸及び真野地先に密

和通川の聞に著しい。

生地域があるが急傾斜の為狭小であP、小松

。

国

地先では 7m以深に迄水草が生育する。主要

百瀬、海津の砂礁底、大

71<草は前2地域と共通したものである。筒四

。
I 11 111 0 10 
第 5図植被率と深度との関係

左、深度別調査枠数の出現頻度
右、植被階級別の変化
1.植被率0%、.[.同1-50%、
J.同51-100%
但し植被率は観察によるo

浦、塩津の泥底以外の地域は極めて急傾斜で、砂、礁の少量混在する岩石底である。然し乍ら深所

津川附近ではピワセキシヨワモの「水の華J

湖北部

がみられた。

4) 

% 20 

は泥底の所が多い。海津、大崎、大浦、塩津はピワセキショウモ、クルマモ、フサモ、マヅ毛、セン

ニンモが密生し、塩津溝奥は特にマヅモが多い。叉ヵーガプ夕、サンシヨワモ、ワキクサ、アカワキ

7 



第4表 1m!!当りの水草の密度 〈本〉

下三い ク)1..マモ …I!m;yl フサモ類 I~"HI 其の他 平均ウモ類

R 33 54 5 1 一 -1 13 
RG 53 133 21 一-1 35 
G 258 78 5 一 28 53 
GS 240 56 t 22 22 -1 49 46 

l S 273 81 16 7 13 -1 67 

|SM M 140 32 2 一 240 35 
84 40 27 16 2 101 45 

一一
平均 154 68 11 41 5 531 -

R 153 66 一 17 8 361 40 
RG 一 138 6 21 
RS 2，784 272 256 32 一 478 
G 83 35 l 124 一 t 一 35 
GS 317 250 38 22 一 一 90 102 

2 s 289 101 36 64 5 3 81 72 
SM 152 44 一 32 一 一 39 
M 135 53 15 6 19 tl 46 

平均 144 22 62 10 3 61 -

R 120 44 2 50 21 31 
G 198 72 16 162 6 一 一 65 
GS 49 31 6 10 9 6 一 16 
GM 192 160 一 144 一 71 46 

3 s 81 76 32 91 9 14 tl 43 
SM 7 244 23 98 一 t 一 53 
M 54 170 28 17 9 6 tl 41 

|平均| 73 118 38 61 25 一

R 149 33 6 tl 31 
RS 224 240 272 16 112 
G 80 5 3 一 20 
GS 14 35 8 17 1 1 一 11 

4 GM 176 240 16 80 一 73 39 
s 53 71 31 6 13 tl 27 
SM 8 5 1 15 4 
M 30 137 5 5 36 

60 97 23 17 2 

R ! 36 26 32 18 3 一一 16 
RS 112 208 496 112 一 一 133 
G 120 2 8 一一 19 
GS 21 32 47 26 1 1 tl 18 

5 GM 32 一 4 4 6 30 
S 14 69 28 89 1 2 -1 29 
SM II 10 27 l 7 
M 17 26 28 32 3 1 tl 15 

平均 25 66 80 40 2 一

R 33 21 2 
GS 一 110 一s 9 5 1 一 6 

7 SM 7 

M t 2 1 9 t 

平均 10 5 24 

判

一

す

1

一
示
-
を
一
徴
一
極

園

争

4

・
t

均
一

t

平
一

全
一

881 40: 21 -[ -[ 
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クサ、 ヒシが生育している。

ヨシは大浦、塩津に疎生ずる程度である。

11 分 布 密 度

深度及び底質別に主たる種類の分布密度を表示すれば第4衰の如くたる。即ち 1，_..2mではセキ

ショウモ類が特tL多量に生育するが、3--4mではクノレマモ、 5mではマヅモ，7mではセンユンモ類が

多い。セキショウモ類及びセンニンモ類の代表種は夫々ピワセキシヨワモ、センニンモであるo 7 

m以浅を全般的にみるとやはりセキシヨワモ類が優位を占め、クJレマモがとれにつぐ。水深毎に密

度をみると2mが最多であるが、 1mtL少いのは波浪叉は三角州による皆無の地点が多い為k考えら

れる。

次に潜水時に於ける観察的友植被率を0%、1--50%、51--100%の3階級に分け夫々I.1[.sIで表わし

それらの出現地点数の頻度及び3者夫々の占める割合を深度別に第5図tL示す。 とれにより1mではI

が40%も占めるがEもかたり多数出現ずる。 2泊以深は曲線の山が漸次ItL移行し7mtLは町は全くみ

られ-aい。とれを要するに2m以深では深度が増す毎tL密度は減少し、 7mでは単に水草が存在する

と云うにすぎたい程度である。

3) 植

全面積

km2 

※※ 
植生面積
率
タ6

生 面 積

※プラニメーターに依る

第5表水草類の植生面積務

4-5  

植生面積 計植生面積×※※ XlOO ※※※ 
全面積 計全面積

5-1  

3.568 
0 

0.248 
1.988 

31.010 

26.0 

0 
1.1 
8J.6 

15.1 

先宇水草類についてみると(第5表、第6図入各地域共植生面積率は85-.96%であるが深所では例

外の所もあるの而して湖東、湖北部は2-3m聞が最大値を示し、他の 2地域は1--2mが最大とたっ

ている。即ち何れにしても、植生面積率曲線の山は1--3mtL存在し、湖北部を除いては0-1mは5

-7mより小とは主主ら友い。又湖東部は河川による広大友三角州を有する為精々その比率が小さく

たれ一方湖北部では葛籍尾崎周辺を除く殆んど全域、湖東部では彦根及び沖島周辺、湖西部では

9 



小松地先等は深所迄生育している。然し乍ら湖西部及び湖北部は一般に湖底が急傾斜である為、等

深線の聞も極めて細い帯状をたして居れ従って面積も狭い。

以上の結果を綜合してみると植生面積率は浅所に浅く深所K深い谷を有し、 2--3rrtz:山をもっ曲

第6図 深度別地域別植生面積割合図、点，植被率1-50形、宗糠，植被率51-1∞拓、

E，湖東部、S，湖南部、W，湖西部、N，湖北部

線を描くが、密生地域は湖束、湖南部の0--3mであり、又植生面積も前の 2地域が広大であると云

える。

次にヨシ及びマコモ地帯は第6表tz:示す如く両者共湖南部が最も広く、湖北部にはヨシは散在す

るにすぎたい。マコモ地帯は極めて狭小で湖西、湖北部には生育していたい。とれらの生育下限は

水深約1mである。

。υ



第6表 ヨシ及びマコモ地帯の面積

一一一一一」一可一一

一町一

4
E」

帯一問一時一

地
雨
弓
弓

シ一間一¥)」一日

ヨ一蜘一一一…一一一時

一町一2
一目一づ………… 

計 -12，608，070 71，600 

4) 生産量

----------~、水深m i 
項目 --------、|

第7表深度別生産量

計0-1  

湿潤 量平均gr生1m産z 42.11 

重量 全kg生産量 551，072い，166，7361 978，7301 729，州 565，8791 4，125，283 

乾燥

董全kg生童産量
6.51 44 231 

重量 72，78引 53，m4  14，叫l 388.553 

深度別の湿潤、乾燥時の1m!!当Pの平均生産量は夫々第7表上欄の如くたり第5表tc得られた面

積を乗守れば全生産量として下欄を得る。即ち1......2m聞が生産量最も多く、 2--3m、3......4mがとれ

につぐ。

E底棲生物

1貝類

1) 種類
〈詰1)

黒田によれば琵琶湖及びその周辺の内湖と琵琶湖に注入する河川に産する貝は10科22属43種であ
〈註2)

るが、本調査中tc出現した種類は21種を算えた。

2) 分布

全般に普辺的に分布するものはカワュナ、ヤマトカワニナで、之についで広い分布を示すものは

セタシジミである。地域別に見ると次の如くであるo

1)湖東部 浅部の底質が~~むね砂質地であるためセグシジミ、ヤマトカワニナが多く、又

3m以深ではイシガイ、オパエポシ、マヅカサガイが比較的多く見られ、 7m附近では底質が砂質地

よP泥質地に移行するためササノハガイ、ナガタニシ、ヌマガイ、カラスガイ(稚貝)が分布して

いる。又磯田附近の7m線にはイケテヨワガイが少数乍ら分布を見ている。

出現する貝の種類は5m線が最も多〈、最も多いものでは1測点で7種を算えた。

2)湖南部 湖底が殆んど泥質のため他地区に比して二ナ類の分布が少〈、浅い処からササノ

註 1 黒田鯵快:1947、琵琶湖の淡水員類閣夢蛤v.21、町'239-246

註 2 琵琶湖産貝類目録参照

T
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ハガイ、マツカサガイ、カラスガイ、ヌマガイ等が多数分布している。又ナガタニシは此地区に多

く分布し殊に糊盆中心部より精浅い3m線附近の腐泥地に顕著?ある。ただイケチヨワガイは本調

査に2ないては僅か1地点にのみ採取し得たに過ぎたかった。

3)湖西部 本地区では堅固より木戸村に至る地先が泥質地であるが他はすべて砂質地であ

る。とのため出現した種類も少し大部分がセタシジミ、ヵワュナ、ヤマトカヲニナであれイシガ

イが夫等についで多く分布している。 5m以深にはナガタニシ，--q'ヅカサガイが疎に分布し、カラ

スガイ、ヌマガイ等は7m附近K極稀に出現する。

4)湖北部 湖岸が急深で底質は岩石或は礁であるため此等岩石或は醸石間に僅かに砂質が存

在し、従って貝の種類も単一で、殆んどがイボカワニナ、ヤマトカワニナが占め且その数も非常に

多い。岩石聞の砂質地にはイシガイ、セタシジミが多少分布する。倫湖岸が湾入している大浦、塩

津附近の泥質にはナガタニシ、カラスガイ、ササノハガイが散見される。

3) 分布密度

I 底質別分布密度

底質別分布密度状況iは第8表に示す通りである。表中、セタシタミをシミPミ、ヵワュナ、イボカ

ワュナ等を小形巻貝、オオタニシ、ナガタニシ等を大形巻員、ササノハガイ、イシガイ、マツカサ

ガイ等小形イシガイ科の二枚貝を小形石貝、カラスガイ、イケチヨワガイ等の犬形二枚貝を大形石

貝として表した。

此によると底質M、S、SMでは種類、個休数ともに多数分布しているが、底質Rを含む地帯は種類

が単一で殆ど小形巻員のみと在っている。最大密度を示す底質はSであって 1m2中広86佃を算え、

次いで、 SM、R、GSの順とたっている。Rが比較的密度大であるのは小形巻貝の棲息が多いためで、

貝類棲息地として好適と考えられる。 Mの地帯に密度が小さいのは、カラスガイ、ヌマガイ等の

大形貝類が多いためである。又とれを重量からみると単位面積当り最大重量を示す底質は Sで1m宮

中に238.3g(平均)で次いでM-194.8g(平均)とえL~Rを含む地では非常に少い。種類別では、シ

ジミの密度の大きい底質はSで、次いでSM、GSの順kたp、Mは比較的密度小である。全測点中最

大を示した処は今津地先の底質Sの1m2中276個、 119.2gである。小形巻貝は底質Rtc多く最大密度は

湖北部月出地先の岩石上tc見られた1m!中tc272イ回、 100gである。小形石貝は底質Stc多く、大形巻

貝、イシガイはともにMtc多い。水深別では最大密度を表bす所は底質sの7mで¥1m'中9倒固‘ 27
7.6ge友っている。一般に底質M及びRを含む地帯は深度を増すに従って、密度が減少しSを含む

底質tc於ては逆に深所ほど密度が増加している傾向にある。

第8表底質別深度別分布密度

1m  2m  3m  4 m' 5m  7m  
類

6 19.7 7 23.3 4 25.4 4 13.2 2 4.0 l 10.0 

R13襲
74 38.6 82 34.5 61 32.1 48 25.7 33 17.5 13 12.0 

t 3.9 1.8 
3.9 1 16.1 7.2 11.3 2 13.0 3 32.1 

81 62.2 90 73.9 66 64.7 53 50.2 37 38.4 18 55.9 
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器対援署Fi貝

5 17.6 2 17.6 一
88 47.9 8 47.0 196 54.0 一

RG 一 一 一
1 2.4 2 11.4 一

一
94 67.9 12 76.0 196 54.0 

援i
12 53.6 24 60.0 一 一
120 72.8 60 18.0 一 80 62.8 一

RS 一 一一 一 一
4 6.0 一

一 一一 一 一 一 一 一
132 126.4 88 84.0 一 80 62.8 

意メ考譲Fi貝

10 

i 
38.9 31 111.9 24 156.5 246.0 25 80.6 

17 34 14・8 15 9.1 9 7.2 33.6 28 20.0 

G 一 26.8 2 2.3 
1 2.4 5 39.3 3 34.9 14.6 11 115.7 

1 1.4 1 13.0 1 6.6 
28 57.5 52 173.3 36 198.6 321.0 67 225.2 

議i
20 63.2 46 94.2 72 258.5 41 165.6 36 79.0 22 53.4 
10 4.8 22 13.3 14 8.7 10 51 31 21.8 一

GS 一一 2 11.0 1 7.1 一
t 3.3 3 13.0 3 18.2 3 12.8 4 36.5 

一一 一一
30 71.3 71 120.5 91 296.4 54 183.5 72 144.4 22 53.4 

小大対小形形形E石巻巻F貝貝貝貝
一一 一一 一一
-1 68 50.0 104 62.0 56 34.8 

GM 一 一 8 38.0 一一
一一 4 36.0 4 38.8 

一一 一一 一一
-1 76 88.0 108 98.0 60 73.6 一

大携小:;..-形形計ジ石石員貝貫ミ

19 85.6 45 143.8 57. 147.7 52 

lH 
244.4 

37 16.3 42 17.6 24 

22a7  6 1 -1 i 

14.7 26 12.71 18 8.3 

s t 1.6 t 42 I 0.1 1 4.01 1 2.1 
4 28.8 6 42.6 6 32.5 6 35.41 4 12.5 

t 32.6 1 16.8 1 102.61 1 10.3 
60 132.3 93 240.8 89 211.8 86 306.31 98 277.6 

小大大Iミ・智形形巻巻石貝貝貝貝

41 117.8 

2zω a 刷n 引

18.3 65 216.2! 23 53.5 61 98.8 48 208.3 
16 6.2 8.8 24 1123・4111-19 10.0 12 7.9 9 6.4 

SM 一 6.6 1 一 3 2.1 3 38.8 
4 13.3 13.1 4 23.4: 1 1.7 8 67.6 5 2.3 

85.5 t 1.41 - 一一
61 137.3 132.3 94 266.5! 43 65.2 84 176.4 65 255.8 

磯却す良貝

22 86.7 26 94.9!26 104.9 20 66.8 19 76.4 2O! 86.4 
27 15.3 27 21.4 23 13.0 2'; 12.8 16 11.5 9 9.1 

M 
t 1.4 1 6.4 l 8.1 2 19.6 11.1 1 10.3 
3 18.6 3 21.7 5 28.9 4 26.2 2 15.2 4 23.3 
1 37.9 1 13.8 2 119.8 1 16.0 1 67.2 l 124.1 
53 159.9J 581 158.2 57 274.7 51 141.4 39 181.4 35 253.2 

く数字は1m中平均直、 tは極微量を示す〉

E 地域別分布密度

琵琶湖々岸を区域別に湖束、湖南、 湖西、 湖北tc分け各地域に於ける分布密度状況tを見ると第

9表の通りとたる。とれによると最大平均密度を示す地域は湖西部で、 1m宮中に72個体次いで糊束、

湖北、湖南の順である。叉単位面積当りの重量は大形石貝及び巻貝、小形石貝の多い湖南部が最大

で1m'宮中220.1gを示し、次いでシジミ.大形石貝の多い湖東部で、小形巻貝の多い湖北部は最小とえ足

っている。第7図は員類全体の 1m!中忙棲息する個体数70個以上を密棲、 69---20個を粗棲地帯とし

て模式的に図示したものである。
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第 9表地域別深度別分布密度

1m  2m  3m  1m2 皿ド凶 m地区 種類
個数|重量 g個針重量 g個数重量 g個数|重量 g 到重量 g 誼 g平均値

湖

大小式

y

、赤li
形計
狩

f

熔妬魯王貝員
貝
貝

ミ 17 
7147.9 
8 
23 75.0 l!i3.3 47 152.7 51 154.0 47 196.0 69個

31 37 13.4 14.2 21 10.8 22 10.5 12 6.2 
t 1.0 1 0.6 6.6 2.8 1 5.8 1 5.7 213.5g 
2 9.4 4 21.4 30.9 4 29.1 5 41.3 4 12.8 

東
。 t 9.6 28.9 t 3.7 90.7 l 1但 .2
50 103.1 65 120.0 233.9 73 199.1 80 302.3 65 322.9 

湖

小大小対シヨ形
l
管醇ヂ
t
魯巻石貝

貝

貝
員

ミ zl 82.1 49 158.9 46 153.4 21 76.4 7 34.4 97151個
36 18.1 31 17.2 16 11.7 8 6.9 11 10.1 10.0 
t 0.2 I 12.6 2 11.2 1 14.8 1 11.2 13.6 220.1g 
5 32.8 8 fi5.1 4 22.5 3 15.9 2 13.5 10.5 

南
1 48.4 1 26.2 4 221.5 1 33.3 2 150.7 38.0 
69 181.6 90 270.0 72 420.3 34 147.3 23 219.9 81.8 

湖

議対管
i
貝

61.6 123.9 44 135.4 59 174.9 72個
12.9 14.3 19 35 18.7i 24 13.2 17 13.1 
1.3 t 1 12.3 1 9.4 147.9g 
7.1 8.6 5 6 22.5 5 20.9 

西
1.0 t t 7.81 t 0.4 l 8.6 
83.9 146.8 68 193.61 83 152.61 77 183.8 83 226.9 

湖北

F

大
F

対

YW、形臨

EE

タ巻

hF
晶艮

貝

貝
貝

ミ 5 22.4 9 39.9 12 38.8 11 6 19.6 14 

1

制

4329466

・
.2

訓
9r 

H1i 

1 

6131
個

0.9g 
82 37.6 68 27.7 54 25.0 42 23.1 36 25.2 12 

一 t 5.2 1 6.4 1 7.0 1 5.8 1 
2 14.9 3 28.8 2 22.4 2 19.4 3 14.8 4 

一 t 54.4 1 7.9 1 12.3 I 21.3 l 
89 74.9 80 156.0 70 100.5 57 107.8 47 86.7 32 

〈数字は1m2中平均値 tは極徴量を示す〉

E セタシジミの分布密度

悲で本湖に於ける貝漁業中最も重要であるセタシジミについて二三考察を加えると、その分布は

湖北部の岩石地帯を除いて殆ど全械に見られる。底質による分布密度は前述せる如く(第8表)砂

質地佐最も多く、叉SM、GSの如く砂質を含む地帯に多く棲息する。とれによってもセグシジミの

第10表 セグシジミの深度別成、稚貝出現率

戸哩Ll1ml2ml3m|4m|5m(7m
成貝平均殻長 2.33 2.25 2.23 2.17 2.17 2.21 

cm 
稚貝平均殻長 1.09 1.17 1.09 1.11 1.13 1.11 

cm 
成貝出現率% 74 66 73 66 64 68 

稚貝出現率% 26 34 27 24 36
1 

32 

底質は砂質地が好適と考えられB

との為め砂質地の多い湖西、湖

東部は密度大で良好た漁場左た

っている。第8図はセグシ♂ミ

の1m宮中に棲息する個体数50

個以上を密棲、 49--20個を粗棲

地帯として模式的に図示したも

のであるo深度別分布密度は浅所程小で深部は大きい(第9表)。叉成貝、稚貝(殻長1.5cm以上

を成貝、以下を稚貝とした)の平均鼓長及びその棲息割合を見ると第10表に示す通り成貝、稚貝の平

均殻長は、成貝では浅部程犬形のものが椋息し深部に行くに従い小形とたれ稚員はとの逆とたっ

ている。成貝、稚員の棲息割合は、成貝は浅部に多く稚貝は深部に多い結果と友っている。

4) 生産量
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第7図貝類分布状況模式図
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第 8図 セタシジミ分布状洞模式図
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第11表地域別深度別民生産量

地 1m  2m  3m  4m  5m  
種別 計
lK %1重量:kg %[重量同 ガ|重量均 同|重量:kg Ml重量:kg

湖

|議却すii艮
72.6 295，223 62.542796，，7342731! 65.5668，015 76.67851563，，，2384572 7 250.91329，527 

6301113-.97621l 1i1lM1b，461坑877a13456gZA3a，z43u1旧t4!5Zふ4割毒〆n 9' 3，99927M77〉0 
17.2 69，942 11.11 76，323; 6.01 61，192 5.41 55，2571 3.51 84，545 
1.1 4，473 

06258457正.，3E1旧29S72 1 3.0 叫 596
1.61 16，3721 1.91 45，895 

9.1 37，004 17.81 13212354，. 624 14.61 149，440113.71 330，933 
8.01 55，007112.31 125，444 1.818，419。1|30ー.0ii724，672 

406，642 -1 687，5911 -11，019，870 -11，023，2901 -12，415.572 東

務計i 2剖4190o865-sD皿必訓.-3 2ヲ到4! l l 1 3162 1 
38.8 933，164 36.4 1，539，299 51.81 683，881 15.7 465，037111.9 

30，142 6.4 101，568 2.8 118，407 4.61 60，730 4.6 ~~~'~~~i ~~.~ 913 4.6 73，002 2.6 109，949 10.01 132，023 5.0 148，1001 16.7 237，1421' .~ 
.54，805 20.4 323，750 5.3 224，128 10.81 142，5B5 6.2 183，645: 12.9 183，181822' .581 
80.989 9.8 155，527 52.9 2，237，058 22.81 301，013 68.5 2，028，983，46.3 657:4651(47.0%) 
304，470 1，587，011 4，228，841 一11，320，232 2，962，0 1，420.010 

説明

Il 大鱗，yI、E形計ヲ妬石貝貝員ミ

73.4 
8198，，78253 9 84.4 255，392 79.6 566，5971 76.5 303，526 73.6 22875，，896|目77.1 

6431435，A648484531 ! 41  719，275 15.3 9.8 29，654 5.1 36，3021 12.2 
41678，，，2450367 5 8 

7.] 579i 5.7 
1.5 1，836 1.4 9，9651 4.1 6.7 26，0251 4.2 
8.5 10，405 5.8 17，550 13.4 95，3811 1.9 12.3 47，7781 9.2 

7330，，32497 5く10.8拓〉
1.3 1，591 0.5 3，，58509411 5.3 21，028 0.3 1，1651 3.8 
122，414 302，596 711.8041 - 396.764 388，443 ー 797，254 

湖

西

12欝
30.0 10 356 25.5 15，608 38.6 28，3171 23.8 

1125，，46007 1 3Cl.3 120931，，，8784567 8 8 50.2 17，330 17.7 10，834 24.9 17，167121.4 14.191 29.1 7.1 
620，091 

3.4 2，081 6.3 4，3431 6.5 4，310 6.6 3，494 2.9 
19.8 6，835 :8.5 11，323 22.3 15.373 17.9 11，870 17.0 9，002 33.5 18128，306716 6 く2.5%)

34司 21，362 7.9 5，445 11.5 7，626 23.5 12，441 26.2 
0:... ...." t:1 司向。 E自由。8 66，314 52，945 336，165 

一

1'MJ 

1 
1 ロI I I """""'1 -1 U'.ω1 I 回目

imm! ??;521 4ia努? ??忠明l惣治安:l T!?惣~[九叩7
次tc貝類の生産量として地域別に深度別面積内の重量を算出すると第11表の如くたれその総重

量約25，150トンの中約49%、12，330トンをセグシジミが占め、ついで大形イシガイ31形、7，990トン小

形イシガイ 10芳、 2，470トン、其他10肩、 2，360トンe.t:J..る。叉地域別では湖南部がi長大で全生産量

の47%、を占め、湖東部、湖西部之につぎ、湖北部は僅か 2.5J6' tc過ぎ友い。深度別に比較すると

3m線及び7m線に多く、。--3m級迄で37.9%をしめている。

2. 貝類以外の底棲生物

1) 種 類

本調査によって採集した種類は次の如くであるが昆虫類の蜂勝目の中本湖であまり見られぬアミ

メカゲロワが日野川地先で採集された。
〈寺1)

昆虫類

昨勝目

PoUm'itaraci8 shz"gal 

Etheanera lineata 

時蛤目

Ictin榔 rlm日αf蹴

アミメカゲロウ

ムスヂモンカゲロウ

ウテワヤンマ

註 1 昆虫類の査定は奈良女子大学津田松苗博士を煩わした。
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コオュヤン寸Siebold'lu8 albardae 

サナエトンボ属

目

GomPhU8φ. 

麹双

ユスリカ科Chi ronomidae 

類殻甲

目脚十

スヂエピLeallder pauciden.9 

目脚等

アンナンデー1レヨコエピ

エピノコパン

.Anuo.;amma1'U8 (EogammarU8) annandalei 
E謹2)

環形動物

Taclteαchinensi8 

目脚端

イトミミズ科Tubificidae 

イシピソレ科Herpobdellidae 

度密布分2) 

深度別、種属別分布密度を表示すると第12表の通りとたる。即ち種類、個体数、生産量が圧倒的

一一一

o
m

底棲生物深度別分布密度(貝を除く)

1m  2 m 3 m 4 m 5 m 7 m 
種 類

尾陣ーg尾|重量mg尾l重量叫 尾l重量mg尾 l重量mg尾津量mg
昆

FIsGιECOsOhtpeEti加Ebnr皿oezps1niadt回nOE1dEE田rEama1z略dai世Ls blab間e nd町eEd福at醍Ba E 

一一
3 50 ←ー 2 40 

虫
2 1，110 一

3 2，980 一 一一 一

類
3 310 5 1，570 2 280 3 
71 320 26 160 43 120 150 21 201 48 

一
甲 Leander cphainuecnidseis m 6 430 12 930 一

殻
TAancishoega aanmnmanadruasle(i E.〉

3 10 ーー 5 301 51 20 一一
6 20 ーー 一 一

類

第12表

3，150! 2091 5ρ10¥刷 2，78011871
ー 1 2j 50i 21 201 31 

3，3401叫 8，68012321 4.03012411 
く10平方mの換算値〉

多いのは1mで、次いで4mが多く分布している。種類別では各深度を通じて最も多く現われるもの

2，010 
20 232戸|8634157 127~1 環動ITubificidae 

形物IHerpobdeIidae 

E 2.070 llSpp. 

地区別に見ると湖東部にはイトミミズの種類であり、次いで多いのはユスリカの幼虫であった。

於ける津田内湖地先から堅田狭臨部に至る地域に比較的多く現bれる。叉湖南部は全域iCt>たり出

現するが浅所より深所に多い傾向がある。湖北部は湖底が岩石質、機質のため採集不可能の所が多

かったがその分布密度も非常に少たかった。

4) 生産量

イトミミグ及びヒル類は種属を明かiこ出来なかったので一括して示した。

。。

2 註



次に貝以外の底棲生物全体の深度目lJi面積に対する生産量を算出すると第13表忙示す通りとたるの

総計55トンとえにり種別にみると環形動物が大半の約72::0、40トンを占めて最も多く、次いで昆虫類

の22%、12トン、甲殻類の 6;-6'¥3トンの順と怠っている。

種別

昆虫類
甲殻形
環形動物

計

第13表底棲生物深度別生産量(貝を除<) 

¥1 稚魚棲息場

7 rn 

77 

7，584 

7，661 

稚魚棲息、場については前記沿岸帯tc.:iti-ける調査に併行して、藻場に長ける稚魚成育状視を調査す

べく、 9月より着手したととろ、前記調査が意外に手間どP且亦風水害に遭遇する等計画にくい違
(;註1)

いを生じたが‘今回の調査と既往の調査資料に基き、稚魚棲息場としての藻場又は内湖について述

べる。但し上記資料の調査対象である松原内湖は現在では極一部を余して干拓されているが、稚魚

の生活の場としての藻場或は内湖というものの実態を標本的に把握し得るものと思う。

1) 調査地点の環境

昭和28年9月に烏ける調査地点の環境をみると、長浜地先では北は姉川尻の突出によって大きく

湾入し季節風による風波を受けるととが比較的少し湖辺には霞生地帯散在し、且遠浅のためネジ

レモ、ササパモ、ク Jレマモ等密生して，t;...tJ.. r切通し」地先は三方を山花園まれた急深の湾を形成し

フサモ、ササパモ、マツモ等繁茂し両者の環境は全く相違する。

叉桧原内湖はセキシヨワモ、マツモ、クノレマモ等が生育繁茂している。

2) 稚魚の組成及び季節的消長

毎回曳網した際r司採集された魚種を+で現わすと第14表f'C見る如く、長浜地先11種、切通し地先

11種、松原内湖20種であり‘廷に之を量及び大きさを知るため第15表中に採捕した尾類の%を上段

に、下段には大きさの範囲を示した。

第14表 藻場・に長ける稚魚出現瀕度

、ミーー-_叱 I~~-l開( 桧

、ミよ旨，，1昭81281 131 ~ [ ~ 1 ~ I ~ l n Ivい4)n 1n 1 n 1 n 
品 云イ壬~11X 1 11 1III副司1iTx1III nl 1 1 1 ¥ E而丁子
魚種之~J 5 j 31可81818]8)9[8181818]8[-8

-7|ワ+-1+-1τF日干戸二百1.1二「一
パラタナゴ

註 I松原内湖及湖潮位魚棲息場調査、自昭和13年至昭和14年。

-19 -



タピフ+1+ 1 + 1+ + + 1+++ 

ヤリタ HH 1 IHt+ IHH + 1++ + + 1++ 

++ 1++ + ++++ ++++ ++ 
ガイ H++H+ lH++ 1+ 1++ ++ H十

+ 

ホ y モロコ ++ +++ 

デメモ H IH + 

ツプ+++1+ I+H++;+++++I++士+H+一+++ + +++ 1+++++ ++ 
H+++++十件+++++++ ++ 一一一 + ++ オイカワ

ヲ タ カ H+ 耳+石件 付両判「+ + 1++++ ++ ++ 1+++ 

ス +-1-1+++ 再開+ + + 一一

++ 
++ +++++ ++H ++ 

ゼ ゼ ラ++

ブ ナ++t+F一再評一+再+再干件両;千両+Fr再++面再+雨吾+++ 両 + ++++ ++ ++十++

++ コ イ
一 一

一一 コ事 イ + 

ヨ シ ノ ボ リ 汗再千一千十+一一再世再L干再吐再L手持吐存士干再吐再L干存+土耳ー干耳士土干匝ー+せ再し再+ ++++++ H ++++ +++ ++ ++++ ++++++ ++ 

ウ キ コ. リ
一

++++ 1+科H件H干何件+日++H十存I+++存++1件五「十 +件++1++ H カワパタモロコ

カ ワ ム 'y 十十 ++ 1++++ 1+++++14-++ 1++ ++H+ 
+ 

第15表藻場K於ける稚魚の組成及び、休長

ヨE長浜|切通| 松 原 内 話百

刈|刈 113川|百|唖|盟 Ix I盟IXI l 叫|1¥ II1V l v 
0.21 1.0 

0.2 
ギ ギ94- 1¥08- 一

19-82 1121 128 
一一 一一

パラタナプ 一一 一一 0.5 
0;2 0.1 t 0.1 0.5 

128角...46加 -2718-30 33 29 34-35 

一一一 0.3 
ネヒカラ ー ー 0.3 98- 一一14-28 

104 
一一一 一 一一

3.31 0.1 t 031 0.4 
タピラ -110-581 56 27-31 32-75125-38 
圃一一ー . 

27.41 tl O.壬 0.9 2.1 0.1 0.7 2.01 5.0 
ヤリタナコ 12-671 65 110-54 14-82 15-74 13-80 27-43 20-84123-60 
一一一一一 一一
イチモyジ 0.11 1 4.1 4.6 0.9 0.3 1.4 5.91 16.1 
タナプ 30-311 1 9-93 17-61 23-57 32-64 29-68 32-80129-69 

}一ーーーーー一一ー一一ー一一-・E・-・園田ー・ー一一一一一一一一一一一、』ーー--聞F 一一
3.21 0.11 1.9 t 0.1 0.11 0.1 

ヒガイ 20-81129-34:11-77 24 30-31 34 1 40 
ー-_".."---司' ー-_.._・ー--，-・・・・司胴岬司-圃』唱・-唱回・ー..- 一一

0.3 t 0.2 t 0.1 0.51 0.8 
タモロコ 47-63 ー - 32 34-60 37 54 42-80;38-74 
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ホyモロコ 49~05.24|126~04.5 1 
2.6 0.2 0.1 
11"，，31 48-59 16-29 

一 一一 0.1 
デメモロコ 一79- 一

105 
一一一一 一
モップ 0.4 0.1 75.0 40.9 35.1 

22-50 58-64 8-85 9-70 6-76 

一一.一一
オイカワ 0.41 2.5 2.1 1.2 

32-48:33-67 13-30 20-46 

一 一一 一0.3 
ワタカ 13-

29.9 

112 
11-51 

ス t 4.9 2.5 ノ、 一 45 10-40 19-40 

一 一 一
ゼ.ゼラ 10.9 3.7 

24-59 26-67 

ー一一一一 一一 14.1 3.2 
フナ 57.2 1.1 4.7 

10- 16-
27-95 33-38 9-76 111 100 

一一一一
イ

0.1 
コ -142-53 

一 一 一 一
プイ 0.1 

ーー -147-56 
← 

一
ヨシノポリ

0.1 90.5 3.5 22.7 13.3 
20-411 1 6-81110-35 10-34 

一 一一
カワノミタモ 4.31 8.5 10.3 

ロコ 一 一回-4619-4510-39 
一一一 ー『

カワムツ
0.2 1.0 
16-68 18-34 

一一一一一一ー一一一一 一

0.1 
50 
司』ー一 一

一 一 一 一 一
一 一 一

55.3 30.9 36.4 
23~2762 2 

43.0 32.9 
15-64 21-67 22-80 24-67 23-78 

一 一 一0.1 
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47-
0.4 

10-39 17-42 却 -56 38-50 
127 

一 一一8.2 37.2 8.1 26.9 0.6 1.0 
30-51 25-52 16-56 23-36 41 3.5-57 

0.5 1.5 ~2823i 1 0.1 0.7 
20-74 27-70 21-83! 44 35-50 

一 一 一 一
一 一
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24- 31- 26- 27- 34- 33-
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一 一 一
一 一
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14-46117-41 

士18角・f4う剖と18内・1261恥 31
笈)-28
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11-46111-34 24 21-25 

3.71 6.6 
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t ~す極微を示す

一
一
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一
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一
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5.6 
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29-
100 

一

一
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21-34 

0.9 
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一
一
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31-
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一
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15.4 
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ト」望
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一
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5-1 

【

32-: 

41-

32-

一

11-
1 

一

一
11 
23-

司L

26-

5 

.8 
52 

長浜地先及び切通し地先については調査期間が短いので、以下周年調査を行った桧原内湖につい

て述べるととにする。

前2表による左重要lH積であるフナJ53ィヵヮ、ワタヵ、等ハスはその稚魚期を周年ととに過し、
ホンモロコは5月--6月比出現し 7月"，8月以降去る。叉ボテ或は雑魚として漁獲高の多いタナゴ

類及びプリびき網の対象)::_怠るヨシノボリ等は稚魚却!のみ友らす=成魚期をも沿岸浅所の藻場及び

その附近に過し、沿岸部に烏ける優先種であるととを示している。次にコイではその出現瀕度は少

いが周年tz:1Iるものξ見てよく、出現する度合の少いのは木都;の習性上フナの如〈犬き友集団性

t亡欠けるため疎に分布する結果と見られる。叉周年出現数の大きいモヅコ¥カワパグモロコ等は内

湖性のものである習性に起閃Lて上位を占めているので、産業上には大して重要た魚種ではたい。

以上主として桧原内i慨を例にとって、内湖に長ける稚魚の棲，G、状態を検討したのであるが、アユー

マス、ウグイ等の沖合性魚種を除いてフナ、ワタカ、ハス、ホンモロコ等多くの重要魚種の稚魚成

育場としての内湖の重要性は明かにされると考えるo只魚種によっては冬季沿岸浅所を去って沖合

註 1 ブナにはゲy '::l~ロウプナ、エプロ、ヒワラの 3種を含む。
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深部に移動して越冬するものも多いが、外湖の沿岸浅所の稚魚棲息調査については資料に欠くので、

此点tc関しては倫今後の調査に侠つ次第である。

1.位置

附:琵琶湖の概観

E註り

1.地勢

琵琶湖は滋賀県の略中央部に位し、その地理学上の位置は下記の如くである。

極東 東経 136度16分43秒 (長浜市下坂浜町)

極西 東経 135度49分43秒 (大津市別所)

極南 北緯 34度58分45秒 (大津市膳所)

極北 北緯 35度30分55秒 (伊香郡塩津村)

2. 形態及び面積

琵琶湖は縦軸の最長が'63.90kmで、横軸の最大巾は長浜市下坂浜町とモの対岸の高島郡饗庭村と

の聞で22.34km、最小巾は滋賀郡今堅田とその対岸野洲川尻でわす=か720mであP、その湖岸は屈

曲著しく湖岸線の長さは凡そ240kmである。以上の数値よりみた本湖の面積は実に広大で708.73k

mヘ本県総面積4，025.9km!tc対する凡そ%をしめている。

3湖盆

湖盆の形態については等深線図第1図で示す如く、堅間以南ど湖東岸は湖畔平野に続く遠浅で深

度10mの等深線は湖岸より1000m.余も沖合で、ととに堅回以南では10mtL達する処も友い、併し堅

固以北の湖西岸及び湖北岸では比良断層崖tc続く急斜で、湖岸より1000mたらやで60m以上の深度

を有している。叉70mの等深線は全<2分されその一つは糊の最大部で著しく北西に偏しその面積

は大きく、との区域の中央に極めて狭少の面積で96mの本湖最深部がある。他の一つはそれより南

西で湖の西岸に沿い南下し北小格の沖合で面積も前者より造に小さい。

4.受水区域

琵琶湖の受水区域は県境が略分水嶺に当っているので、本県面積をもって本湖の受水区域と見

倣して差支ええにいものと考えられる。叉本湖に流入する河川は大小合せて86流で、そのうちの主要

河川を表記すれば次表の如くである。

第 1表主要河川

26.84km 

石知天鴨草瀬和ZE野田内 l川l11ハ川川i 1 l |l |I ;1 3i z3 1 k; 叫
43.611/ 

42.55 " 
28.581/ 

I1194..8164P81 | 
39.60 fI 

41.24 " rr 13.53" 
24.日" 津量 11 I 11.671/ 
14.291/ 11 I 14.7311 
11.24 " 11 I 8.621/ 

5.湖の排水

註 1 統計及び数値は滋賀県土木部河港課の資料による。
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琵琶湖の排水口は瀬田川と京都疎水の 2つであれとれらの流出量の合計が湖の総排水量とたる

bけである。京都疎水よりの流出量は湖の水位には殆んど影響を及ぼさたい、従って湖の水位を左

右する排水口は瀬田川洗堰で、その年間の平均排水量は毎秒132m3である。

S.水位

第2図は過去5ヶ年間に於ける水位変化を月別に記録したものである。大休高水位の時期は春

夏、秋の3期で、そのうち秋に最も多く、低水位は冬ltJltc多いo ~12 図によると最高は昭和28年 9

月の附101cmで‘最低は同巳<28年2月の(→68cmであった。

琵琶‘湖の水位を標示する鳥居川量水標のO位は大阪清最低干潮商を基準として85.614mtc当り E

洗堰完成後の平均水位は、とれより仲)30cmである。

1.物理的諸性質

1) 水 温

表面水温

E 湖水の理化掌的諸性状

表面水温は季節と気象状況により共の変化が著しく、特に沿岸部では湖岸と湖底の影響を受け変

化は更に大であるσ琵琶湖に於ける表面水温の季節的変化についてみると、春期気温の上昇に伴い

高くたれ 3.4両月の湖岸表面平均水温は11.20Cで夏期 (7--8月)では同じく平均27.00Cを示す。

年聞を通じ最高は8月にみられ33.00Ctc達するo9月から11月にかけては毎月平均4--50C宇つ低

下し、 1--2月比最も低くたる。最低水温は1月の2.40Cである。

第2表及び第3図は湖岸部並びに沖合部の表面水温の月別変化を示したものである。

第2表表商水温月別変化 0，1切岸部、沖合部〉

二~\1\2\3 い卜 f6 I 7 I B I 9トト1 112 
月平均

OC 
5.5 9.3 13.1 18.8 28.8 25.1 主).1 14.0 9.8 

5.6 

東洋 最 品 8.6 10.3 12.5 19.3 23.8 24.9 29.8 31.0 31.1 24.7 18.5 18.5 

一 一 一 一 一 一 一
最 低 2.4 2.8 4.6 7.1 11.4 16.6 19.7 21.5 21.0 14.3 8.8 4.7 

月平均 8.0 7.01 7.61 9.6 

211 521 -.0引EM1 却2156 。一且~ 泊25地2DD 。
27.8 25.2 20.0 15.1 11.5 

一一
西洋 最 高 11.5 12.71 11.81 16.9 33.0 30.7 25.0 20.7 15.8 

一一
最 侭 2.8 5.01 6.51 8.0 22.0 17.5 17.0 9.4 8.9 

沖合!月平均I8.01 7.01 7.71 9.61 叫ぬ01 24.01 2吋 252imol 叫 11・5

(昭和26-28年3ヶ年平均値及び極〉

東岸は松原地先、西岸は知内地先の定置観測、沖合は横断観測のlV'地点による円
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第 2図琵琶湖水位経年変化
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第3図表面水温の月別変化ぐ湖岸部、沖合部〉
昭和26-28年3ヶ年平均値

ii) 水温の垂直分布

第4図横断観測図

湖の中央官stc於ける水温の垂直分布は表面より30m層以深ではその変化が少い。特に60m層以深

の深層水温は年聞を通じ 6--8 oCである。従って夏期表面水温は28.0--30.0oCにも達するが深層水

温は7.0---8.00Ctc過ぎたいので此の時期には水温躍層も極めて顕著で水温頻度最大1.2
0
C/mtL達

する。秋期から冬期にかけて気温の低下に伴い表層水が冷却され下層水との聞に対流が繰返される

結果、 1，....，2月に湖水温は上下層共等温度とたる。

第5図は湖心部に於ける水温垂直分布を図示したものである。

第5図湖心部に於ける水高l垂直分布図観測地点横断観測lV地点(昭和26-28年3ヶ年平均直〉

10 

20 

30 
1..1 21 3 

40 

初

60 

";0 

2) 透明度

琵琶湖本湖金の透明度は沖合部企湖岸部では異P沖合部の方が明らかに大である。即ち年間平均

では前者は6.2mで後者は4.7mであるのその季節的変化をみると、沖合部、湖岸部共冬期と夏期に

大とたれ春期と秋期tcは一般に小とたる。年聞を通じ最大は沖合部の12月と 6月にみられ共に

7.6m (3ヶ年平均値)を示し:最慨は湖岸部4月の304mであるの
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第3表透明度月別変化 (m)

3) 水色

琵琶湖の水色は本湖盆の中央部は比較的青味を有し4"，，5(フオ{レノレ水色標準液の番号)であ

るが湖岸部に近づくに従って黄緑色を増し6"，， 7を示す様にえにる。湖南部は一般に水色は悪〈平均

6程度である。季節的変化(昭和24--28年5ヶ年間の横断観測結果による)は湖岸部は春、秋2t羽

t亡水色悦悪〈主主り 6--7を示し、夏、冬季に於ては概して良<5内外で、中央部は湖岸部程著しく

たいが冬期がI此も良く 4"，5である。とれらの原因としては主忙増水期tz::於ける混濁した河水の流

入とプランクトンの消長とによるものと考えられる。

4)潮流

琵琶湖の水は全体として瀬間川の方向に流出するけれどもそれは簡単た流動ではたく 3":Yの顕著

た渦動をたして徐々に南下する。第1の渦動は多景島以北の湖北部に於て反時計四りに流動する

ものであれ5(~ 2の環流は大体多景島と沖ノ島の聞を時計四りに流動しているものである。第3は

沖ノ島西方の湖中部を中心止する反時計四ttz::流動するもので、とれは完全た環流では左く大部分

はそのま為堅岡狭臨部を経で湖南方面に流れる。向湖岸の潜入部等t亡は上記3":Yの主要環流によっ

て誘発された反流がみられる。潮流の主た原因としては、一定方向をもっ風の卓越と、水温差に基

づく湖水の比重差とが考えられる。

第6図と第7図は夏季及び冬季tz::於ける琵琶湖の潮流の状態を示すものである。

2. 化学的諸性質
7.!I 

本湖免の中央部、彦根港口左舟木崎を結ぶ見通線 (8.5浬)

上(第4図参照)に於て、昭和25年 1月より昭和28年12月ま i.:! 

での 4ヶ年に亘P毎月定期的tz::採水分析した資料に基いて、水

素イオン濃度、溶存酸素量、栄養塩類の諸要素について大要を

示すと次の通りであるの

1) 水素イオン濃度

7.0 

本湖の水素イオン濃度は年間平均7.1--7・15であるが、表層で M 

は、4月から徐々にアノレカリ側に傾むき8J3tz::最高 (7.4)tz::達し

9月から低下し始め冬期は殆んど中性とたる。底層では 6.8--

6.9を示すも、3月--5月に高くたる傾向 (7.05--7.1めがある。

6.8 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12" 

浅水層 (0--20m)と深水層 (60--70m) の月別年変化を深 時

第8図水素イオシ濃度くPH)の層別月

度別平均値で示せば第8図の通りである。 変化
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第6図 湖流方向図く夏期〉く神戸海洋気象台による〉
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第7図 湖流方向図(冬期〉実線矢印〈測定方向〉、点線矢印(想定方向L実線失の長さ5mm=務謎O.lm/sec
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第 9図溶存酸素(02)飽和度の鴎別月変化

2) i容存酸素量

水

深m

。
5 

JO 

15 
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平均
一一一」

第 4表

昭和16年

P.H Iωcc 

7.29 6.91 

7.21 6.93 

7.22 6.97 

7.16 6.98 

7.03 7.15 

6.97 7.32 

6.91 7.30 

6.85 7.38 

6.83 7.30 

6.76 7.04 

7.02 7.12 

昭和26年

P.H J 02cc/I 

7.27 8.03 

7.27 6.68 

7.21 6.98 

7.16 6.98 

7.12 6.96 

7.09 7.00 

7.08 7.10 

7.08 6.93 

7.06 7.37 

7.02 7.08 

7.13 7.11 

本湖のi容存酸素量は年間平均6.95c.cfl，酸素飽和度89%であって、之を表底層ZlJtc見ると表層で

は、年間平均6.84cc.fl，97.59%であるが、 5月--10月には.100%或はそれ以上の飽和度を示すと

とがあり、 3月に多〈日られる様に90%以下の時期もある。底層tc於ては、平均7.22ccρ，82.3%で

あるが、 2--3月tc90，....，100%tc及ぶととが多々見られる。

浅水層と深水層tc~ける酸素飽和度の周年変化は第 9 図の如く、 3 月 --5 月、及び 9 月では両水

層間陀混合が見られ、此時期t亡本湖盆の全循環が行bれるととが察知出来る。

向、本湖沼tc.:to--ける水素イオン濃度及びj容存酸素量の年変化について、昭和16年と10年後の昭和

26年の場合を比較すると、第 4表のま日〈、底層部tc~ける水素イオン濃度tc多少変化が見られるつ

3) 栄養塩類

窒素

N03-Nは年間平均L65mg/m
3
で、表層tc烏ける年間平均は、 2.09mg/m3であり、 1，2，4月tc35

--4.5mg/m3で8月には0.1，....，0.3mg/m3の含有を示す。叉底層では年間平均1.44mg/m3で、 3，4，6

月tc25--3 3mg/m九を示しその含有は非常に徴量である。

NH3-Nは年間平均o24mg/m3で、表層の年間平均は0.26mg/maであるが、 7月が114明gfm置を

示して最高であり¥1，3，4，5， 12月の5ヶ月は検出され友い。又底層には 6， 7 月には 0.5--ο.9mgfm3 •

2，!)月に0.16--0.24mgfm3の検出されるが他の月忙は検出を見たい。

全窒素は年間平均272.6mg/m
3
であるが、1，3，5，9月に1.0-..4.0mgfmBの含有を見、 4，8，11月tc55

0--800mg/m 3，の検出をしている。

向全窒素について浅水層と深水層の月別年変化を深度別に示すと第10図に示す通りであるo

E珪酸塩 (S:02)
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本湖盆の珪酸塩は年im平均1.13mg/lであるが表闘に於ては4月--9月比1.2--2.4mg/lを示し特

tc.7月では2.4mg/lの合有を示している。底層は年間平均1.5mg/lを合有し、 9月tc2.9mg/lの含有

を示したとともある。

浅水層と深水層の月別年変化を深度別平均値をもって示せば第11凶の通りであるの Si02につい

ても 4--6月及び10月の両tgjltL循環の行bれているととが察知出来る。

E 燐酸塩 (P20ij)

本湖盆の燐酸塩は、年間平均4

の含有量は各JHに亡よつて区々 でありれ、 1月に 10.5mglρln8、

6月tに亡63mg/m9噌9月t忙て1汀7.3mg/m草の含有を示ずも、 3--5月

8月、 10月には、 1.0mg/m8以下の含有を見るものである。

表層t亡命ける含有量は6月，9月に;最も多<19--17 mgl 

n13を示し、 3月，5月，8月は0.3--0 .6mg/ m aであれ底層で

は1月，9月tc15.8--24.(hng/m3の含有を見る他は 0.0--3.5

mg/rn3の含有である。

浅水屑と深水層の月別年変化はffn2図の通りであるo

目棲息する生物

1.浮揚生物

琵琶湖の浮滋生物の分布状態についてみると堅ru狭隠

部以南の水深 7mを越え友い浅い湖南部はとれより以北の商積の広大友最深 10fJmtc近い湖北部に

比較してその種類が多いσ又湖辺の内湖の大部分は湖の主部と状態が異なりむしろ池沼fC近い性状
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第11図陛酸塩CSio2)の!凶別月変化

を有するため出現する浮世学生物の種類、数量とも特異である。とれらの点を除けば湖各部の分布状

態には大きた差異は認められない。第18図は琵琶湖(湖北部)に於ける湖岸部と沖合音I~の表層 (0
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--10m)浮滋生物量の年変化を図示したものである。浮・瀞生物の垂直分布は水深を増すに従いその

量は激減する(第14図)。種類については詳細別報に述べてあるのでと hでは省略する。
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第14図各層別浮混生物量の年変化〈昭和27-28年

平均値〉

浮潜生物量の測定は沈搬容積法によった。
採集場所横断観測IV地点

2.魚類

。魚類目録

琵琶湖産魚類については問中 (1908)、滋賀水試 (1915)、宮地 (1928)及び黒田 (1953)等の報

告があるが、分類は中村間1)によ P、分布については極最近明らかにたった事項を補正し、且っそ

の生態の概要を記すとと h し更に在来種以外の魚種については移殖種として別に記載した。叉草花

は湖中のみ友らす言、湖tc注ぐ河川tc棲息分布するものも含めた。

1. Lα畑pelrαreissnmDybowski スナヤツメ

住入河川、叉は之に続く細流の砂磯底tc棲息するが、湧水を水源にもつ冷水域に多い0

2. OncOl匂nchU3rhoduru8 Jordan et Mc Gregor ピワマス

注入河川の上流部に一生涯を過す型(アマゴ)と、湖北及び湖西部の冷水帯に棲み、産卵期にの

み遡上する型(マス)と 2群に大別される。

前者は小形で成魚とたるもので、体側には終生楕円斑(パーノレマーク)及び、朱点が存在する。野

洲川、姉川、安曇川等の上流部に主として棲息する。後者は犬形tc達するもので、楕円斑及び朱点

は幼期にのみ存在する。主として湖北及び湖西部の冷水帯に棲む。

I I 2 3 4 .$- c '7' 8 <) 10 IJ 11.s 

第13図表層浮潜生物量の月別変化〈湖岸部、沖合部〉
採集地点横断観測 I.IV地点〈昭和27-28年
平均齢

註 1 琵琶湖産魚類の種名及び亜種名の取扱い、分布及び生態については中村帯電氏を煩わした。
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3. Sal町-linu8p7uviωHi1gendorf イワナ

愛知川、犬上川、 X野川、姉川、知内川、安曇川等のM:上流部の水源地帯I~付近に棲息、する。

4. Plecoglos&ll8 alti'e7iiJ To et S. アユ

殆ど全湖聞に豆り紘官、するが湘j岸の疎底rc多く、春季は注入河川に大群をたして遡上する。 iriJ.上

の上流に達したものは大きく、判川の下流及び澗中に棲息、しているものは一般に小形でコアユ止称

している。

50 Ory.吻 8lat台')es(T. et S.) メダカ

沿岸和:の水11l， m~~正用水、潟地等のt.Qf9r~亡群棲するの

6. Parαsi!urU8 a8(jtu8 (L.) ナマズ

注入河川の上流部を除く殆ど全水右足忙亘って棲息するが.湖南部の温水帯tζ多い。但し湖北及び

湖凶昔日からはオオナマズ正称する極めて大裂のナマズがしばしば漁獲される。

7. Pclleo~agr'凶 7H.idicep8 (Sauvage) ギギ

殆ど全糊凶t亡瓦り分イlìするがイy: より秋にかけては湖岸の浅Jlr~c 多く、冬季はffj々探所 tζ 移動ず

る。昼は岩i箆等~i'詩み夜間或は雨後の湖水時tc lHて扶ßlfする。

8. hiobagru8 reini Hilgendorf アカザ

湖岸t亡注ぐ細流、 t持rc.i見7J¥.を水源にもつ治泣た流れに棲むが多くはない。昼間け石の下に潜み夜

間出て摂食する。

9. RhodeU8 ocellatu8 smithi (Re an) パラタナゴ

内湖(湖東部)の水平;の繁茂する水械に多く桜，息する。

10. AcheilognαthU8 'I'lwmbea (T. et S.) カネヒラ

湖岸附近の浅所に主として棲息し、湖南部より瀬111川にかけて特に多い。

11. AcheilognathU8 tahirα]ordan et Thompson タピラ

内湖、湖岸附近一帯に広く分布するが、岩磁のあるととろに特に多い。又タナゴ獄中でも深所の

20m附近までみられる。

12. AcheilognαthU8 la拘ceolala(T. et S・) ヤリタナゴ

内湖、湖岸附近一帯及び注入1iiI川 tc広〈紘t~!、し、糊内では 10m 線附近まで分布する円タナコお1

中最も個体数が多い。

13. AcheilognαthU8 lim~at，α(T. et S.)ププラボテ

平野部の細流、特に湖水を水抑止するj産税用水忙棲む。

14. .AcheilognαthU8 cyαnostigmα]ordan et Fowler イチモンジタナゴ・

湖南部の浅所及び内湖の水草の繁茂する水域ーに棲息する。

15. Hmeibαrbus bα仲間 (T.et S.) ニゴイ

活湖全般に亘って産するが、湖東部及び

1路6.1昂盃m川4伽b恥伽伽αar'l;'l悩4ω8lゐoηg戸t仇ro倒8t'かγi白8(Regan) ヅ守7ナ.カガ守ニコゴ"イ

古川 (1953)により初めて民主，，，OiiiIJIIから報告された。現在県下で分布の確認されているのは野洲
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川中流のみである。

17. G相 thopo[Jonelongαtn8 ca(!l"Llle8c:en8 (Sauvage) ホンモロコ

固辞性の魚で平常は外湖f'C棲息する。婚化した仔;~~は夏季まで浅所K過し、 7，....，8月頃水温の上

昇に伴って浅所を去りも秋季よPは更に深所tL移動し、大部分は湖心部の 70--90mの段深部附近

で越冬する。但し中の糊等では一部分は内湖に留って越冬する。とれをイノコリモロコと云う。

18. Gnathopogon elongαtU8 elongatus (T. et S.) タモロコ

湖の沿岸部の浅所.内湖、平野部の溜池及び濯概用水路に棲み外糊の深-部には下らたい。

19. Sino9oeio gracili8 (T. et S.) イトモロコ

本種は古川 (1953)によP初めて滋賀県下に産するととが確認された。現在のととろ県下では野

洲川中流域からのみ知られている。

20. Sinogobio japoniC1l8 (Sauvage) デメモロコ

内湖及び外湖の砂或は副市E底tL棲む。季節的に移動し、春から秋にかけて残るものもある。スコ引

モロコど出似しているため、混同されている場合が多いn

21. Sinogobiu bi~叩ue (1ordan et Snyder) スゴモロコ

外j.vJの水深5--20mの砂叉は砂泥底に棲む。季節的tL浅所移動を行うが、モの程度は前種程には

顕著ではたく、内湖へは殆んど入らたい。

22. Pseudogobio esocin倒 (T.et S.) カマ、ソカ

外湖の沿岸及び注入河川の砂底tL棲む。

23. Saw，ocheilicllihY8 Vαriegat'U8 (T. et S) ヒJがイ

内湖、深部を除〈外湖、注入河川及び搬IJJ川tc広〈分布しも主として砂或は砂磯底に棲む。変異

及び品種が多く、頭部の形からトワマノレ‘ツラナガ及び普通型、又体色からアプラヒ;ゲイ、カマド

ヒガイ及び普通色に分けられ、之等の形質のうちには遺伝的危ものと環境によるものとある。

24. Pungf.u'I1giαherzi Herzenstein ムギツク

県下tL於ける分布は湖南部の一部、瀬川川及び野洲郡内の河川tc限られる。磯底或は岩の問等に

棲む。

25. Biwia zezera (Ishikawa) ゼゼラ

外湖の沿岸部、内湖及び注入河川の河口部附近の砂泥底に棲息する0

26. P8eudorasborl}， pa.rva (T. et S.) モップ

内湖、水回、溜池及び之等tc続く濯概用水等tc多く、外湖では湖南及び湖東の沿岸部の浅所tc主

として棲息する。

27. Tribolodon hαkOJlen8I8 Gunther ウグ‘イ

糊内一帯に広く分ギliするが湖北及び湖西部の冷水帯多忙〈、主として中層部を激泳するの

28. Moroco 8teindαchneri (Sauvage) アプラハヤ

湖内には殆んどたく、投入河川及び湧水を水源忙もつ港紙用水等の、泥底の淀みに棲む0

29. Moroco jouyi (Jordan et Snyder) タカハヤ
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前種tc酷似するが鱗数が少友く、又体側の暗斑が脊腹部に広〈分布する点で区別される。従来は

前種と混同して取扱bれた場合が多い。本種は注入河川の上流部tL主として棲息し、中流部では前種

と混棲するととろもある。

30. Z似 '0platypω(T. et S.) オイカワ

内湖、外湖及び注入河川等の到るととろに多数棲息するが外湖では沿岸部に多く、余り沖合には

みられ怠い。

31. Z:J.cco temmi1wkii (T. et S.) カワムツ

内湖‘注入河川及び濯mf用水路等に棲み、外湖では湖南部の浅所或は湖岸の樹木の繁茂した下な

どにみられる。

32. Op釦riicl，th抑制nciroiJtris (T. et S.) ハス
主として外湖の沖合tL棲息するが、稚魚及び未成魚は内湖や湖岸の設所にみられるo

33. Ishikauia oteenackeri (Sauvage) ワタカ

内湖及び外湖共tc棲息し、水草の繁茂した洩所tc多い。注入河川等の流れのあるととろにはみら

れたい。

34. He7T&igrammocyp吋8rasbord.la Fowler カワパグモロコ

内湖、溜池及び之等tL適歩、る濯減用水等tL棲む。

35. Ca'1'a88iU8 何ra88i'l.l~ lon.gsdorJii T. et S. ギンプナ(ヒワヲ)

琵琶湖のフナには3型あるととを滋賀水試 (1915)忙も記しであるが、之等をそれぞれ別亜種と

して取扱った。ギンプナは県下ではヒワヲと云い、尾柄高が高く、鱗杷数の少い(40"，55)フナで.

内湖、溜池及び之等tc適す=る港概用水路の浅所K多い。

36. Cαrαs8i'制的rα'88IU8grandoeul白 T.et S. ニゴロプナ

限の大きく、体高及び尾柄高低〈、総杷数は前者よりもや為多い (55"，80)ブナである。外湖及

び内湖の何れにもみられるが、琵琶湖から遠く隔てられた溜池忙はみられたい。

37. aαrω8iu8 ca'1'a8si'U8 cuvi，町iT. et S. ヂンゴロワプナ

最も大形に達するフナで.体高高く、総杷数も多い (100"，125)。主として外湖に棲むが、稚魚及

び未成魚は内湖及び湖南部の浅所の水草の繁茂するととろに多い。

38. Gyprinu8 carpio L. コイ

内湖及び外湖のいでFれにも棲むが、湖南及び湖東の温水帯t亡多い。琵琶湖在来のマゴイと放流魚

たるヤマトゴイとの間には形態及び生態上に僅か乍ら差異が認められる。

39. Mi8flurnu8 anguillicαUdatu8 (Cantor) ドタヨワ

内湖、水同及び之等tL適す=る水路等の浅い泥底tc棲む。

40. Lefi酬 echigoniaJordan et Richardson ホトケドタョワ

や h水温の低い水同や之等につど〈細流等の浅所にみられる。

41. Cobiti8 biwae Jordan et Snyder シマドジョワ

体側の斑紋が点列をたすもので、湖内よりもむしろ沿岸の細流や注入河川等の砂或は弱視底に多
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〈棲息する。

42. Oobiti8 taeniu striata Ikeda スs/シマドジョワ

体側の斑紋が縦線をたすもので、内湖及び外湖の湖岸の浅所及び、注入河川の河口部のみにみら

れ、砂或は砂泥底K棲む。

43. Hymesophy.招 curt，αT.et S. アユモドキ

外湖及び内湖f'C棲息するが、近年著しくモの数を減じ、各所で発散的f'C漁獲されるにすぎたい0

44. Anguilla;，α;poNicαT. e S. ウナギ

南郷のおt瞳完成以来天然ウナギは遡上せ十専ら放流魚f'C依存している。外湖、内湖及び注入河川

等の至るととろに棲息するが‘湖東及び湖南部の温水帯に多い。

45. Gωterosteusαt1.lleatU8 microc，伊 加lU8(Girard) ハリヨ

坂田郡、犬上郡等の湧水を水源にもつ細流に棲息する。

46. Oottu8 pollux Gunter カジカ

外湖及び注入河川tc;棲むが、 7.Kの澄んだ砂叉は砂磯底に多い。

47. Mcgu'Tuuda obscurα(T. et S.) ドンコ

内湖、外湖の湖南部及び沿岸の濯概用水等の浅い泥底f'C棲む。

48 Gobi-us similis (GilりJordanet Snyder ヨシノボリ

湖の深部を除く到るととろに棲むが、注入河川、溜池等f'C棲息するものの方が、湖中にいるもの

よりも一般に大形である。

49. Chαl-"I1.ogomU8 'll'Totα飢向 (Hirgendorf) クキゴリ

内湖及び外湖の湖岸の浅所f'C棲tro

50.α，αeno9o"iu8加 zaTanaka イサず

外湖の湖北及び湖西部の深部に棲息し、昼は湖底tと沈み、夜は水面近くに浮上する。

2)移殖魚

国内の他地方より移入されたもの

仇uorhynch'usg01加8C，α(Walbaum) カラプトマス

O. nerkα(Walbaum) ベニマス

O.lct拘 (WaJ.blaum) サケ

O. masou(Brevoort) サクラマス

? O. 'l'hfJdw'U8 Jordan et Mc Gregor ピワマス

品.z'L'e/，inU8pluviu8 Hilgendorf イワナ

HypornC8u8 olidu8 Pallas ワカサギ

Aうbottinα'l'ivula.ri8(Basilewsky) ヅデフキ

Mugil cephalu8 L.ポラ

註琵琶湖産カジカけ他地方産カジカと形態及び生態を異にし、別種戒は別車種とすべきと思うが、本篇で

は仮に本種名を使用した。

向。



E 国外より輸入されたもの

Sα1'11ωgαirdnerZ" .t'rid，四 8GibbonS ニジ?ス

SαlveH制'sfonti倒的 MitchiI ヵワマス

Corcgonusαlbu8 (Le Seur) シロマス

c. maracnαmαraenoide8 Pol 
C batJri Kessler 

Gαmb醐iaa.ffinis (Baird et Girard) カダヤシ

Cyprinus carpio L. カワゴイ、カガミゴイ(ドイツゴイ)

Cfennphα.ryn~'od，仰 idcU，ω(Cuvier et Valenciennes) ソウギヨ

Myloph'1.ryngoaon piceω アオワオ

HYPolilahalmidtlhY8 mf)litrix (Cuvier et Valenciennes) ハクレン

Aristicnthys no'nlis (Richardson) コクレン

Cha拘ηααrgus(Cantor) jJムJレテー

c. mαcula拘 (Lacepらde) ライヒー

註

Orworhynchus rl/OdurU8は 1878年以後琵琶湖1こ移入されたと黒田く1953)に記してあるが、この説は

再検討を要する。

Lllciogobius guUal，附 frormαelollg叫悩ナガミミズハゼを Jordanet Thompson 1914が路間i明か

ら記録している〈黒田、 1953)が、これも疑問である。

Channαm'1c'Ulαtα ライヒーは昭和8年に東浅ヲ時開j日村山本で 1尾採集されたことがあり、中村く193

9) 1こ記録してある。

Abboflinαrivulαri8 (BasiIewsky) ツチプキ 滋賀水試 (1915)には問中氏筆として H此種は居ら

ざるべし。と記している。然し昭和 12年に野洲郡守山町の川魚商宇野増造氏所有の池に奈良県郡山地方よ

り移入したコイ及びタモロコの種苗に本種が混じているのをみたことがあり近年、野洲、栗太両郡地方の湖

岸に本種が多数繁殖しているのは、上記の種苗に由来したものではないかと考えているく中村う。

3) 産卵期及び産卵場

第・5表琵琶湖産主要魚類の産卵期及び産卵場一覧表

魚 類産卵期産 卵 床 産 os 場

湖iこ注ぐ河川|の砂喋底の処で、姉川、

天野川、余呉川、知内川、安曇川、野洲

川等が主である。

アマプ|附 -11月 砂諜 野別-I1f[、姉川、安曇川の上流部。

イワナ 秋期 砂操 愛知川、犬上川、天野川、姉川、知内

川、安曇川の上流部。

ア ユ l 9月上旬-10月上旬 |砂際 湖に注ぐ河川iの浅瀬又は湖岸の砂礎底
で野洲川、愛知川、犬上川、天野川、姉

川、安曇川が主である。

ナ 'マ ズ 5同 -6月下旬 |水草 沿岸の茂所。

ギ ギ 5月 -6月石 湖岸の石垣等の間らしい。
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カネヒ ラ| 9月 -11月 |二枚貝 琵琶湖産コイ科魚類中唯一の秋季産卵

の習性をもっ種顎でタテボシの飽葉内に

産卵する。

タ ピ ラ| 5月-6月 |二枚貝 タガイ其他の稽々小型の二枚貝の偲

葉内。

ヤ P タナゴ マツカサガイの錦、葉内。

ゴF イ 5月中旬-6月上旬 砂操 降雨出水後の注入河川。

ホ y モロコ 4月上旬-7月上旬 柳根，マコモ，水草 糊有や湖東の茂所。

タモロコ 4月 -6月 水草、杭、柳根 湖岸及び内湖に注ぐ細流。湖南、湖東

部。

スプモロコ| 6 月 l砂 成熱魚の漁獲状記より推定すると、外

湖の水深5m前後の処と思われる。

カマツカ 5月-6月 |砂楳 注入河川及び湖岸。

ヒ ガ イ 5月t句-6月下句 二枚貝、傑 水深 13m以茂で小型二枚貝の棲息し、

且つ水草疎に生育している場所。湖南部

及び湖東部に多い。

ウ グ イ| 4月中旬-6月上旬 |砂傑 湖に注ぐ河川!の砂醗底の所で、姉川、

天野川、知内川が主である。

オイ 注入河川|の詫所。

5月中旬-8月中旬 砂牒 湖に注ぐ水のきれいな河川で、流れの

緩かな水深30cm位の砂叉は砂牒底の所

或は湖岸にも一部産卵する白姉川、天野

川、犬上川、愛知川、野洲川、知内川、

安曇川等が主である。

ワ タ カ l 6月上旬-7月中旬 |水草、柳根 湖岸一帯及び内湖のヨシ、マコモ等の

繁茂した残所o

ギy プナ〈ヒワラ〉 4月 -6月 |水草 沿岸の入江、内湖等のヨジ、マコモ、

ニプロプナ 4月 -7月 水草 水草等の繁茂したところで殆んど全湖に

ゲy プロウプナ 4月 -7月 水草 及ぶ。

コ イ 5月上旬-6月下旬 水草 プナに同じ。

ドグヨ ウ 5月 -7月 水草 71d各、水田の瀧純水、内湖の浅所等。
ョ γ ノボリ 5月 -8月 石、木片

ウキプリ 4月 -5月 不明

イ サ ザ 4月 -6月 砂礎 l腕及び嗣l輔の棚底のとこ
ろ。

4) 稚魚成育場

勝化した稚魚は産卵場附近に留まれ或は水草の繁茂した沿岸浅所、内湖叉は入江等の餌料生物

が豊富で、 Il.つ安全た場所で成育し、成長に伴い逐次離散して行く。

第6表琵琶湖産主要魚類の稚魚成育場

魚 種 成 育 場

ス l 稚魚及び小形の未成魚は広〈開けた水域で、主として水の澄んだ湖岸或は沖合表
層近くを滋ぐ白

ワ タ カ| 殆んど全湖岸及び内湖にみられるが湖南部及び湖東部の水草繁茂した所に多く、
当才魚は多くこ Lで越冬する。

可
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魚種| 成 育場

ホ y モロ コ I 7月中旬頃迄は湖岸、内湖等の茂所に留って成長Fるが、全長 5cm内外の未成
魚期iこ達して外湖に下る。
稚魚は湖岸、入江等潟、の緩かな極称、所の水表蹄こ群集する。
沿詩句k草間及内湖であるが、冬期深部に移動越冬するものもある。
向上
沿岸、内湖等の水底。
沿岸、内湖等の水草間或は礎石聞にひそむo
沿岸の水静かな所。
沿岸の水草間o
当初は沿岸茂所の水底に棲息するが、成長に伴い逐次深部に移動し7月頃には全
長 2cm内外に達し、水深 20m内外の所に棲む。

ワ
イ
ナ
イ
イ
イ
ズ
ザ

カ

ゴ

ガ

グ

マ

サ

イオ
コ

フ

ニ

ヒ

ウ

ナ

イ

成熟年令及び字卵数

各魚種の成熟年令及び苧卵数を示すと次の通りである。

5) 

琵琶湖底魚類の成熟年令と字卵数

100，∞0-200，000 
200，000-300，000 
400- 7，900 
4，000-15，OCO 

3ρ00-14，000 
50，000-100，000 

10，000-15，OJO 

900- 2，500 

400- 3，000 
1，300- 2，300 

8∞-3，000 
2，800 

〈粒〉数f)s 苧熟
令
一

2

2

4

一

3

3

1

3

2

3

3

~

2

~

~

1

成
年
一

1

1

3

第7表

ゲ y プロウプナ

コ イ

ホ y モロコ

ス

カ

イ

イ

ワ

イ

ザ

ス

種魚

タ

コ9

グ

イカ

ガ

サ

ワマ

ワ

ニ

ウ

オ

ヒ

イ

ピ

ア

::r.. 

魚類の餌料}:_I:J..る生物は魚種により叉季節忙より或は魚の大きさにより異るが、その主た種類は

物生米千餌6) 

琵琶湖産重要魚種の餌料生物※

孟通亙芝-1: y-[~tT.q巨[Zl豆辺司戸長男子f:-~'~I示|両弓

類

|州十| I tt 1 + I It州|
コイ科|

!|+++++++++i i いつ 1 I州 I I i 1円:
1+ 1+ j !+州1+ I州|州It州 1+ 1 1 H 

、ゼ科| I H 1 + !+| 
稚 魚| (州+! ! + l + i :H iHH 

oo 
qδ 

第8表

魚



言面下型ゴ11 ユァ I~ワマ|コイ 1;ルプ!ウグイ|ヒガイ j;イカ|ハス 1371fl…|ィベナマズ
貝 類l |州| I I州 1I I 1 H 1 I 1 ++ 
貝
ヒアマキミグ|
マイマイ I t 1 t村 It |州|

ミジシマメタ|
ニシ 1 t 1 t廿| I t 1 
モノアラガイ| |州tlt I t 1 

|制|村 i|1+H1 1 
類 liiij+| 

liij++!++| IH j 
野跡目| j t j tH 1 |村t1州+I tH I IH 1++ [tH [++ 
昆 積趨 | 1++ 1++ 1 
婿蛤目| I t I J -t 1 I tft I 
虫
毛麹目| |州+liiiiil州 +1 liiiii|州 +jHtIt It州|州1t 1 
双麹目| IH 1 1 t I 1+ 1 t 1 
揺蚊科| It州 liiiiFijiij+| lii+廿rt州| |州F 出町村

~i |+|+1|問 1+ I州| 1 I 1 1 I 
水棲昆虫 |州+1 Hf. 1 +++ It州 lii州 lii村tl |州1++++r村++1 ++ 1+村
エE

官町村 1++ 1 + 1+.砕け州伊恒川L村伊+1 + It+吋立F甲

鼓 tiii+|州 It州 It州|州|州 1+++ I++Ht It+++t 1 + It++++ 1 ++ 
類動物性貯1tH 1，竹村+1廿 iiiiiij+iip++|+ |州+It州 liiij+liiii+l+|jjj++| 
竺竺竺竺l_ 1 ++ 
水 |ιyエシモ 1 1 

生|セキショウモ 1 1 

楠|エピモI1 
物|フサモ 1 1 

藻類1++1 
共|糸ミミザI1+ 
他|砕屑 I 1 + 

1世b
1++ 1++ 
1+村 l
f*l 
l1 +++ 1 
|+liiiii| 
lij+++liiij+l 
lt州|州+ 1 

|++|iifi 
l1+ 1 
i1++ 1 
11+ I 
l 1 I 

i村|立+付|
|+ 1 1 
1+村 iif十十1++

_"_._-

lllijjj+| 
|I 1+州 11 + 
_11_世~I_I-
I 1It州 I1 
|I 1 + I 1 
l1 I 1 ¥ 
i1 + 1 I村+1 
1 + 1 1+ 1州|

第8表の如く、魚類ではコアュ、イサザ、ヨシノポリ及びコイ科稚魚、貝類でヒラマキミヅマイ

マイ、カワニナ、シ訪れ昆虫類では蜂勝目、毛麹目、双麹目(主に揺蚊科)、水棲見虫幼生、甲

殻類ではスヂエピ、ヨコエピ類及びプランクトン、其の他、イトミミズ等であり叉水草類ではセン

ニンモ、セキショワモ、エピモ.其の他藻類であれその割合を見ると水棲昆虫が最も多く、甲殻

類、魚類、水草類、貝類‘其の他の順とたる。

註:+は季節別及体形別の出現度数を表わし、その数の多L、ものは各季節を通じて日.休形別の大さに関係な
〈摂取されることを示す。

※本表は昆琶湖重要魚族天然餌料調在報告(昭和16年〉を参照。
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3 貝 類

1) 目 録

FAMILLY VIVIPARIDAE 

1)普オ ワ グ 一一 シ Cipango pal'udinαjα:ponica (v. Martens). 
2)発マ Jレ タ 一一 シ o. malleαtα(Reeve). 

3) ヒ メ !7 ーー シ Siηolaiαhistricα(Gould).

4)発ナ 芳 グ ーー シ Heterog'1'R.lungi，がrα(Smith).

FAMILLY VALVAIIDAE 

5) ニホンミズシタグミ Valvata (0向cinna)japonicαv. Martens 

FAMILLY sULIMIDAE 

6) マメタニシ Paraf088俳句Jω 7nanclwu~'itUs japonicllS (Pilsbry). 

FAMILLY TIIIARIDAE 

町長カ ワ ュ ナ Semisulco申irali~ertinα(Gould). 

B) ミスジカワニナ S. li~rlinαjαponica (Reeve). 

9)特イボ、カワュナ S. decipi~ns (Westerlund). 

nakasekoae K uroda. 10) ナカセコカワュナ S.

11)発ヤマトカワニナ S. n伊onicα(Smi1h).

FAMILLY LYMNEIDAE 

12) ヒメモノアラガイ Fωisarilαollula(Gould). 

13)普モノアラガイ Rαdixjαpunir.a (1oy). 

14戸オクミガイ R. onychia (Westerlund). 

FAMILLY PLANORBIDAE 

15) カ ワ 不 ミ》 ヲf イ C ampioceras lti1・aseiWalker. 

16) ヒダy""7キモノアラガイ c. (Culmenella) prafllUldi Clench 
17) ヒラマキモドキ Polypylisnitidelta (v. Martens). 

18) ヒラマキミスやマイマイ Oyrα1I1u-; hifJmanti'um (Westerlund). 

19) カドヒラマキガイ G. liwae'Rsis (Preston). 

20) ヒロクチヒラマキカザイ G. ampl!ficatus (Mori). 

FAMILLY ANCYLIDAE 

21) カワコザラ Frotancyl'lω (Lαmα，pex)ni pponic'U8 K u roda. 

22)普ササノ

2H)普イ シ

24)*グテ

FAMILLY UNIONIDAE 

ハガイ Lαnf.f~olaria oxyrhyuchα(v. Martens). 

ガ イ Lymn印刷 dO'llglasiαeni'ppunenie (v. Martens). 

ボシ L. biωαe (Kobelt). 
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25)* オトコグテポシ Inve~'siden8 reinianα(Kobelt). 

26)*セタイシガイI. hir，αsfI (Hass). 

27)器マツカサガイ工 japunensis (Lea). 

28) ハコネシ d ラ L haconensi8 (V. Ihering). 

29戸;tパエボシよ brandti (Kobelt). 

30) カタハガイ R明u1odon(Obovali8) ornifJll8I8 (Heimbung). 

31y.イケチョウガイ Hyriopsis8clzlegelii (v. Martens). 

32)-)(.カラスカ守イ C吋stαぽαplicatα申αtt伺α(Clessin).

33)普ヌ ーず ;ぴ ィ AnodontalautαtumfJns Hass. 

34) オグ、ラヌマガイ .A. laut，α og'tlrafJ Kuroda. 

35戸マ Jレドプガイ A. caliPygos Kobert. 

36) タ コゲ イ A. japonica Clessin. 

FAMILY CORBICULIDAE 

37)*セグシジミ Corbic'llla 8，αndai Reinhardt 

38)* ~シジミ c. lfJαna Prime. 

39 アワジシゾミ c. αωαjiensis Pilisbry 

FAMILLY SPHERIDAE 

40) カワムラマメシヨミ Pig低如m 加wam'ttraiMori. 

41) ミヅワミマメシジミ P. "αc'lωtrfJ Woodward. 

42) マメシ設ミ P. japonicum Pilsbry. 

43) ぜワコドプシタミ 8ph.fJri匂:mbiw仰蹴.Mori 

琵琶湖は貝類の穣腐に宮む事に於ては吾が国湖前の第ーで、現在迄tL.10科42種を算え‘しかも
(:Jtl) 

本糊以外には見られぬ積類を産する。例えば、オトコタテポシ、ナガグユシ、は本湖の間有種と

たっているの叉本湖が分布の中心と在っていると考えられるものでは、セグイシガイ、オパエボシ、

ササノハカY 、イケチヨワガイ、セグシ訪れ等が挙げられる。 11、形巻貝でも、イポカワニナ、ヤ

マトカワュナ、の様た螺塔商に頼粒の列のあるものが棲息する。叉湖北方面の深湖底には valavtα

という腐の微小巻貝が広〈分布している。今此等貝類中で産業上重要た二三の種類について記載す

る事冒とする。

2) セグシ2/ミ

木湖貝類漁獲高中の王座を占め年産約百万貫(昭和27年)で、棲息分布極めて広大であり沿湖

の砂質地tL.産L1tい所友く、特に湖東湖西の砂地水深7m内外及び瀬田111一帯が良好左漁場となっ

ている。産卵期は 5--6月の間で発生は体外受精.沈性卵で発生過程中浮瀞期を経や底棲生活に入

る。成長度は約3年で殻長 2cm前後とたる。

者本調査;こ於'て現われもの

註1. 目録参照
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3) イケチヨワガイ

本種は近年淡水真珠業の発達と共にその母貝として需要が急激に増加している。主た漁場は湖南

部の泥質地水深 4......5mの所で、大湖部に於ては極〈一部にのみ棲息しその量も少たい。本種の生

活史は、 4--6月の聞に受精卵の発生を外側鯨で行いグロキデイアとたって休外広放出され、魚の鱗

叉は鰭tL附着寄生し寄生期間中に内臓部の分化を完了して後脱落し稚貝とたるものである。殻長は

平均15cm最大のものは 23cm程度に達する大形二枚貝である。一部食用とされるが美味でたい。

叉貝殻が厚く美麗訟ので貝殻細工、ボタン等に利用されているo

4) カラスカ'イ ヌマカ'イ

主t亡泥質地に棲息、し前種よりは産額も大きく分布も広汎で食用貝としてはシタミに次いで多く年

産額38万貫(昭和27年)である。産卵習性は前種と同様にグ、ロキデイアの魚休寄生を経て繁殖し、

産卵期は前積は 10月--2月で後種は3月-6月である。

5) タニシ類

泥質地位多く主た漁場は湖南『部で水田、内湖等tLも産する。産卵習性は胎生にして 6--7月頃幼

貝を産む。年産約1万4千賀(昭和 27年度、但し:剥身)である。

業他タガイ.イシずイ、ササノハガイ、マヅカサカ'イ等は、ヒガイの、グガイ、ヌ--.r1;'"'イはタナ

プ類の産卵床とft.る。

4. 甲般類

本湖産甲殻類中、プランクトンを除いて産業上から蝦類が重要で、天然餌料としてヨコエピ類が

ある白

1) 蝦類

本湖産蝦類には次の5種類があるが.此中産業上及び天然餌料として重要たものはテナカ。エぜ及

びスヂエピである。

PαIαe肌onnipponenp;ls de Haan テナグエピ

.A刷derpαucide:ns (de Haan) スタエピ

Paratya compressa improvis，αKemp. ヌカエぜ

Ne()(J(Jrid仇αdenticullαta(de Haan) ミナミヌカヱピ

Cambarus l'[arkii (Girard) アメリカザリカ守二

テナカやエピ

本種は従来本湖忙棲息したかったが、大正7年より同 12年比五る問.霞ヶ浦より移殖した結果、

現在では殆んと、全沿岸に分宿するに至れ年産額約 2，800貫(昭和 27年)湖南部に最も多い。

産卵期はす月上旬乃至9月下旬で、主として臥、えびたつぺ、漬柴等で漁獲され、食用及び延た

b漁業の餌料として重要である。

スジエぜ

沿岸より湖心部に及ぷ全水域に棲息し、いさぎ船ぴき網に上って漁獲される。年産額約39，000貫

(昭和 27年)に達し、食用tL供する外魚類の天然餌料と友る。本湖tて烏ける本種の生態について
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は未詳である。

アメリカずl)'jf'ニ

近年他所より侵入して著しく繁殖した。琵琶湖水域のみたらす下水同等に烏いても棲息し、農業方

面tcJti-いては害敵として激しく問題化し、その駆除対策tc苦慮しつつある。一部食用とたるが、産

業的価値はそれ程大ではたい。

2)其他

Gammrr'1'U8 (Riuulogαmm'α"7Us) nipponensis Ueno ユツポンヨコエピ

Anùog~mma'l'US (Eogammα'rll8 )αnnαndalei (Tattersall) アンナンデーJレヨコエピ

共t亡端脚自に属し前者は湖岸性、後者は湖岸より深部まで分布い共tc魚類の天然餌料e.t.r..るo

Aeellu8 nitpon側ぜ'8Nichois ミヅムシ

等脚自に属し天然餌料とたる。

5. 其他の水産動物

其他産業上価値あるものに Amyd，αjaponicα(Temmincket Schtegel) スッポンがあるが、年

産約70貫(昭和27年)tc過ぎたい。

S.水草類

1) ，. Nitdlaaそpp・ フ プ ス コ ごE 湖中各地

2) ，. Chα'l'a spp. シ ヤ ミ》 ク =E: 湖中各地

3) Mα•'l'sile.:. qU'ld'l'iforia L. 7アー_'" シ/ 2/ ソ ワ 湖辺、内湖

4) ，. Azolla jαrponicαFrance. et Sav. アカワキクサ 湖中、内湖

5) nra~enia p'll勺')UT，回 Casp. 三ク ニz‘ ン サ イ 附近池沼の一部

6) Nuphu'l' japonicum DC. カ ワ オT :::{-、 湖辺、内湖

マ) N. of}uraensis M iki オグ、ラカワホネ 内湖、池沼

8) N.叩ろintegerrim'llmMakino ヒメカワホネ 内湖、池沼

9) Nymphαeαtet'l':Jgona Georgi v仰 .angtl8tαCasp.ヒ ヅジ グサ 内湖、池沼

10) ，.αrαtfipihyllum demer，卸tmL. -干 ごを ヅ 湖中、内糊

c. demeiJum L.. var. petαcanthum Kitagawa ゴハリマヅモ 湖中、内湖
12) RαnunculU8 trichophylbl8 Chaix. ワ メ ノ局母、・ チ =E: 湖北、内湖

13) CaliilricM stagnaUs Scop. 、、、、 ズノ、、 コ ，r~ 湖辺、内湖

14) Elatine orientαlis Makino 、、、、 ゾ _." コ J、、' 湖辺、内湖

1!l ) Rolαlα me:rù~anα Cbam. et Scab. 、、、、 ス事 マ ヅ _?'、喝、P 湖辺、内湖

16) ，. n・αpα nata'R8L.叩'l'.邸宅'['inosaRoxb. ヒ ン 湖中、内湖

17) T.伽eil!αS.et Z. ヒ メ ピ シ 湖中、内湖

18) T.mαcropodlαMiki シリプト ピシ 内湖

19) Myriophyllum o!)'u'l'aense Miki オグラノフサモ 湖中、内湖

20) ，. M.哩')It!αt'llmL. ホ母f 午ノフサ司モ 湖中、内湖

- 43-



21) M. U88uTien8e Max. d' チ ごE 内湖、池沼

22) 十M.verticill，αtum L. フ サ ごE 湖中、内湖

23) M. braBili側 8eCamb. オオ フ サ =ε 南部、湖中

24) Ludwigia ovαli8 Miq. ミス'ユキノシグ 湖辺、内湖

25) + Limηan~hemum indieum Thw. カ 芳 フ グ 湖中、内湖

26) L.仰ymphoidf8Hoffm. et Link. ア サ サ2 湖中、内湖

27) ..4mlYUli，αse8BilijtorαBI. キ ク =e 湖辺

28) 島apellαsinen8isOliv. ヒ シ =e ド キ 内湖

29) Utriculαriαaimorp加nthαMakino フサタヌキモ 内湖、池沼

30) U. japonicαMakino d' ヌ キ ごE 内湖、池?百

31) U. multiそp印08αMakino ヒメタヌキモ 内湖、池沼

32) U. pilo8αMakino ノ タ ヌ キ ごE 内湖、池沼

33) U. tenuica'Ltlis M iki イヌタヌキモ 内湖、池沼

34) Potamα，gelo鈍 αnguiUanusKoidz. オオササエピモ 湖中

35) + Pot. bi'切aenf，isMiki サ ン ヰ1 ン ニE 湖中

36) + Pot. cn'spu8 L. ニに ピ‘ =e 湖中、内湖

37) + Pot. dentalus Hagst. "}/' シ ヤ =r: ク 黙阿 内湖

38) Pot. di8iinc{U8 Benn ヒ jレ ム シ 12 内湖、池沼

39) Fot. Fa'Llriei (Benn.) Miki フトヒ Jレムシロ 内湖、池沼

40) 十Pot.Maacki，α?叫が Benn. セ ン 一一 :/ ごE 湖中、内湖

41) Pot. n'Llmα8akiα.nU8 Benn. ホソノミミズヒキモ 内湖、池沼

42) t Pot. mαlaian附 Miq. サ サ F、奇、怪 モ 湖中、内湖

43) Pot. mα1αinoides Miki アイノコヒ Jレムシロ 湖中

44) POt. nippoお悩 Makino サ サ コ二 ピ =e 湖中、内湖

45) Pot. oxyphyll倒 Miq. ヤ ナ ギ =e 内湖、池 m
46) Pot. pectinalus L. リユクノヒゲモ 内湖、池沼

47) 十Pot.perJoliαius L. ヒロ J、、ノエぜモ 湖中、内湖

48) Pot. Vαseyi Robbins. 、、、、 ズ ヒ キ モ 内湖.池沼

49) NajαS J01唱olαfαA.Br. ヒロハトリグモ 内湖、池沼

50) + Ngramiηea Del. ホ 下ア ス ごE 湖中、内湖

51) + N. mαjαr A11. イ ，r~ ア ごE 湖中、内湖

52) N. mUlOr All. ト リ グ =ε 湖中、内湖

53) N. oguraensis Miki オオト リグモ 内湖、池沼

54) S gittari，αPyg71l.αea Miq. ワ リ カ ワ 内湖、池沼

55) S. trijoli，αL. vαT・tYl地αMakino オ モ グ カ 内湖、池間
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56) Galide8ziαreuiformis Makino マ Jレ p守オモダカ 内湖、池沼

57) .Ali8mαcαnαliculatum Braun et Bouche ヘラオモダカ 内湖、池沼
58) .A. plant go寸可uαticαL.ver・orientaleSamuel. サジオモダカ 内湖、池沼
59) Oltelia j勺'JouicαMiq. ミズオオパコ 内湖、池沼

60) 1-Hyd'l叫 ト チ カ ヲf 、、、、 湖中‘内湖

61) 1-vαlli8neriαa8iaiica Miki セキシヨワモ 内湖、池沼

62) 1-V. a8I，αtica Miki var. biωaerUji8 Miki ピワセキショウモ 湖中

63) 1-V. denst:8errul，αtαMakino コ ワ カ守 イ =f: 湖中、内湖

64) 1-Hyd1'illq， verticullata Casp. ク ノレ -守 モ湖中、内湖

65) 1-Zlnzaniαtαtifolia Hance 』守 コ =f: 湖中、内湖

66) 1-Phragmitfs cOmmuni8 Trin. ヨ :/ 湖中、内湖

67) 1-sciη'Jusl，αclI，sfri8 L. var. tabemαemontαni Trautv. フ ト イ 湖中、内湖

68) 1-Eleocharis plαnfaginea R. Br. ク p グ ワ イ 内湖、池沼

69) 1-Lem.nαpαuc臼o8tataHegelm. アオワキクサ湖中、内湖

70) 1-やかodela'()olyrrhiz沼Schleid. ワ キ ク サ湖中、内湖

71) 1-品lvini，αnαtanJJHoffm. サンシヨワモ湖中、内湖

IV 水 産 業

水産団体(第9表)昭和28年8月10日現在

組 ム口、 員 数

組 l仁』I、 Bij l仁』I、 数
正 11皇

1)57 出 資 漁 業協同組合| 68 

非出資漁業協同組合| 13 2:?O 

漁 業 生 産 組 1 

淡水養殖漁業協同組合 l 1 

漁業協同組合連合会| 1 
--

2. 漁業権漁業
1) 琵琶湖海区(第10表の1) (昭和'29年 1月1目玉粧〉

|守古里ゴ~I滋賀l駄|野洲|甲賀院生!神崎|愛知|犬上|坂田伊l岡高島 i長浜|割竺| 計
扇漁業第一種 1τって[二l戸|可円て口つ1-1 -1=1--=1て|
共同漁業第二種 19日 18¥ -1 2¥ 1¥ 11 -1 2い1~1~\ 可ゴ「可-E
共同漁業第三種-]371 -1 2] -1 81 -1 41-] -1 ~|一円"1-=-1-， 31--=1 
区画漁蚕玄劃一1可

計 l~日~_-=l 判 11 5[ -] 21四¥ 5[ 判 3[ 61 91 
註.+I=ll は調査中iこ出現した種類。

F
h
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註(1)共同漁業第一種の漁業種類は 貝船びき網漁業

{句共同漁業第二種の漁業種領は附牒

(司共同漁業第三種の漁業種煩は大地びき網漁業 30件あゆ地びき網深深 31件

はす地びき制漁業2件いさざ、もろこ船びき網2件

(4) 区画漁業は 魚顎益殖 1件真珠主主姫6件

2) 内水面(第 10表の 2) く昭和29年 1月1日現在〉

EIr塁王|滋賀岡野郡Hl甲賀|蒲生同|愛知|知附|事内伊香|高島|長浜|彦根|大津| 計 | 
共同漁業第二種 2 一一 41 - l 一一 一 2 5 3 5 3 

ー一 一一 一 一 一
同漁業第五積区 l 1 一一 71 - 21 - 21 - 2 5 5 l 

一ー一 一
区画漁業 I 一一 一一

一 一 一 一
貯 3 2 4 71 - 31 - 2 3 7 8 10 

註 {1}共同漁業第二種の漁業種類はゃな漁業20件せき四手網漁業5件

何れも箆琶湖より湖上の魚棋を河口において漁獲するもの

(2) 共同漁業第五種は河川に あゆ、うなぎ等を放流してなす増配碍詳ミ

(司区画漁業は真珠養殖1件ます、こい養殖1件

3. 許可漁業「第 11表)く昭和 29年 1月 1目玉粧〉

3 

五五こ貫工|扇|玩|副雨量|雨漏ら両区画回附fJ-l香|高島|長浜l彦根|大津l
え り 漁 業 ← 2 2 一一 L 1 51 - 41 17 一-1 40 4 51 -

一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一一一
や な 漁 業 41 - 51 - 一 一 3 21 - 一一

一 一 一 一 一 一 一 一 一
鰻ゃな漁業 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 4 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
伏 網 漁 業 1 一一 一一 一一 一 一 一一

一 一 一 一 一一一
漬 柴 漁 業 1 21 - 2 1 71 - 1 61 - 31 -

一 一 一 一 一 一
小型機船底びき解漁業 511 61 27 ー 130 51 13 一一 15 721 22 601 10 771 -

一 一 一 一 一
いさざ船びき網漁業 一一 ←一 一 11 55 一一

一 一 一 一 一 一 一一一一一一
もろこ船びき網漁業 一一 1 

一一
どり船びき網漁業 1 

貝船びき網漁業 11 23 25 49 2 21 43 81 88 31 42 5 

一一
長小糸網漁業 17 5 21 25 6 58 71 34 ー-1 15 1 

一一一一
小糸網漁業 34 45 47 60 32 15 34 151 67 81 22 33 

一一
細目小糸網漁業 16 25 19 16 10 16 51 50 -1 7 7 

一一一
ふな三枚網漁業 22 36 25 5 1 9 21 3 23 

一一一一
よし巻漁業 3 3 4 ---l 1 

一一ー園『ー'一一
追きで網漁業 26 4 l 7 1竺lh たつベ漁業 14 24 19 27 15 19 15 30 
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25 ! 

26 

2 

53 

計

81 

一
14 

4 

1 

一一
24 

543 

57 

一
1 

1 

343 

195 

450 

193 

126 

11 

196 

176 



瓦瓦こ杢!_I釘|示問問l蒲生!神崎|矧|犬上阪田|開伊香|高島|長浜|敵陣1m-

5. 主要漁具別の漁期及び漁獲物(第12表)

漁具名称 主要漁獲物漁期

〆アヲメ

|荒目臥

Z 哩 l

甑〈

lザヨ

L雑魚飢

イ

ナ

ス

カ
タ

コ

ア

ハ

ワ

3月-8月

3月-12月

ホシモロコ

スプモロコ

ウナギ

ョアュ
事

エヒ

網鉱

ブナ

ハス

ウグ.イ

エゴイ

マス

アメノウヲ

4月-11月

五|言|青|官|青|育|百|合|百 Itl~l~

1-11-1二|二|二‘|二F|-|一 1-
1-1_1-1-1 

一一汗1-1一

ゃな 4月-10月

ハス

ウグイ

ニ コ・ ィ

ホ y モロコ

マス

アメノウヲ

アユ

…1= 
なや網

二卜--J-
ヴ

4
d
凡

τ



期|五|百|百!日|青|百|古|引 1 1ï 1~I~

||;グ ~I 1 1-1-1 1-，ー
堰四ツ手綱 I3月-8月 1ニ ゴ イ

伏

マ ス

アメノウヲ

コアユ

コイ

ナ

マス

コイ

プナ

ス

小糸網IJ;司 年 Iヒガ f

投
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一|漁期卜要叫lil古| 而l百Itlilj
押 網 I1月-5月1:マ :l二卜~-_-二
描一網|竺~I;: ~ _:;_L_I j_J 1 I 1 1 1-卜1-1

きで網I2~- 7~ 1: y ア :11-1-1-I~ 111I 1 I 

;;部:: : : t=1=i-1 1 1 1 1 1 1 11= 
I 3叫月ト…~り6明ぺ月川|ド;;;;;;;|ハ|仁|仁二l仁二凶 1 1 1 1 I 
4哨引6伺…咋月一i

: 
二土|土11-lJ:旧下ll-iJ J二

釣|明叶

- 49ー



-・ー・司....~ ・..

漁 期一一

漁具名郡 漁 期 主要漁獲物 百|貢|計百|青|育|古 I~I 古 111ilj
竹

ガ イ

三仁仁L」I-I-I~I ト|ナ ギ

譜(やす)r 8月-11月|アメノウオl 1-)-1-1-[ 
ナ 『司F ズ 一寸

一一
置 針 5月-10月 カム Jレチ F

ウ ナ ギ

- り 掻|周 年I:l~ Yトト|一一|ート|ト一|一ー斗ト|ー-ト|トー|トトトト||l|→-[| I どじょう掻|周 年|ドジョゥ 1-[--[-
撒餌鈎I5ij-IOR [コイ他|||l F 1 
採藻具18月-10月|肥料藻11 I [ I I トI-I~l

ワタカ

コ イ

霞巷網 8月~翌4月 ブ ナ

ワ タ カ

コ イ 一一
フ ナ 一
ワ タ カ

漬
柴~，号
12月~翌3月ウ ナ ギ 一

く叉ツケ〉 ギ ギ 一一一
ナ -マ ズ

ニ巳 ピ 一

4. 漁船数(第13表)く昭和28年 12月31日現在漁船登録より〉

~æJ2 ~~i23~ ~ 
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一

一

一

一

一

無動力漁船

頓数

79.59 

104.47 

15.85 

25.56 

10.16 

14.69 

6.18 

49.80 

0.20 

17.81 

0.46 



||]¥市¥F種λ別 動 力漁船 無動力漁船

ヂーゼル焼 玉電気着火 計

長会|屯数|馬力数矧屯数|馬力数量|屯数|馬力数金五日~両手
隻数屯数

笠縫村 一 1 1.21 5 1 1.21 5 8 3.66 

山田村 4 4.02 16.0 一 一 60 62.12 25.3 64 66.14 41.3 20 15.53 

老上村 一 2 1.55 8 2 1.55 8 16 8.86 

瀬田町 2 1.88 45 一 -1 23 19.51 76.5 25 21.39 81 89 65.41 

小津村 一 一一 一 一 一 5 2.49 

玉津村 一 一 一 1 1.52 6 1 7.52 6 34 20.75 

速野村 1 1.80 41 - 一一 22 27.07 104.5 23 .28.87 108.5 67 42.98 

中掛|村 5 6.12 141 - -1 24 24.68 95.5 29 30.80 109.5 30 18.25 

兵主村 一 2 2.06 8 2 2.06 8 6 3.81 

北里村 1 0.98 4 一一 7 6.59 30 8 7.57 34 16 8.03 

八幡町 2 3.93 9 31 20.72 301 149 207.94 612.5 152 232.59 651.5 82.85 

岡山村 一 30.13 

金田村 j- 32 15.90 

安土村一 9 8.92 35 ヲ 8.92 35 33 18.44 

能登川町 -1 17 25.80 78 171 25.80 78 97 45.10 

日枝村 一 一 一 1 0.58 

:隔枝村 一 一一 一 l 0.40 

稲 *'.f・ 一 一-1 13 23.00 57 131 23.00 57 155 105.83 

葉枝見村 一 一 1.63 4 1 1.63 4 24 13.60 

米原町 一 -1 26 27.62 109 26 27.62 109 49 36.63 

由姫町 一一 一 一 2 0.92 

朝日村 2 2.23 71 - -1 74 91.20 266.5 76 93.43 273.5 39 24.39 

竹生村 6 4.95 20.5 6 4.95 20.5 48 26.29 

大郷村 一-1 39 38.54 141 39 38.54 141 131 69.72 

古保利村 一 一 一 6 7.76 22 6 7.76 22 1 1.03 

伊香具村 一一 14 4.28 14 4 4.28 14 1 0.79 

余呉村 一 一 一 5 4.02 

塩津村 一 3.36 12 3 3.36 12 11 7.23 

永原村 一一 一 -i 2'1 32.75 107 27 32.75 107 12 10.30 

海津村 一一 131 19.98 72 131 19.98 72 40 35.39 

百瀬村 一一 -1 13 17.93 80.5 131 17.93 80.5 34 37.59 

川上村 6 $.57 29 6 5.57 29 30 20.48 

今津町 2 1.62 9 ー 一 23 26.62 122 25 28.24 131 14 13.09 

高島町 3 4.04 12 一一 91 10.00 39 121 14.04 51 35 25.40 

青柳村 一 一 4 2.46 

本庄村 1 1.46 41 - -1 25 34.84 108 26 36.30 30 112 64.92 

新儀村 1 1.32 31 - 1 1.17 3 2 2.46 6 11 6.59 

饗庭村 一 6 5.12 28 6 5.12 28 32 19..23 

計 35 54.81 163 41 31.85 601 830 
064.23 
3，600 869 11， 50.89 3，823 1.841 1.236.21 
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S 漁獲実績

(1) 最近5:7年の漁獲物(滋賀県漁業協同組合連合会取扱高)(第 14表)

金

(2) 昭和27年度魚種別漁獲高〈滋賀県漁業協同組合連合会取扱高)(第15表)

1
4 H [月|月|月|月i月|月|月|月|月|月 j3月|計|

コイ 5381 1，8101 2ρ231 5951 6701 6301 4211 8571 6701 4961 3791 273 

ニプイ 801 2171 2671 431 61 201 71 181 91 31 521 46 

ブナL大)jl2，221115，528122，248112，5381 971j 6951 4051 1，0401 1，1251 1，1571 1，4431 2，146 

ブ すく小〉 459 212 357 870 238 81 18 21 17 219 336 173 3，001 
~ ス 89 75 1，556 4，169 3，479 2，587 1，253 264 64 103 96 89 13，824 
アメノウヲ 一 一 一 49 90 139 

ウグイ 1，308 236 53 3 11 32 40 159 133 183 1，535 3.694 
ノ、 ス 1，465 2，146 8，986 9，054 2，791 198 52 69 115 374 688 406 26，344 
ユタカ 190 260 530 907 541 308 166 232 310 275 313 262 4，294 
小アユ 6，526 15，717 16，443 9，778 3，947 33，934 3，963 150 437 1，248 4，425 96，568 
ヒ ウヲ 1，350 409 一 一 2，310 8，233 2，135 1，869 16，306 
湯煮ヒウヲ 一 134 253 339 629 1，355 
イシモロコ 一 5 20 27 1 1 54 

ヒガイ 46 25 13 52 55 118 118 149 64 40 4 77 761 

カマツカ 68 409 194 104 89 48 73 191 154 97 18 1，445 
ノ、 イ 67 42 105 123 179 262 77 276 183 19 28 120 1，481 
弓壬 ロ コ 4，181 1，270 605 891 2，193 3，974 2，958 1，320 3，949 1，703 1，882 5，472 30，398 
ス コ9 465 319 167 8 120 392 558 279 731 782 1，187 1，252 6，260 
ウナギ 106 364 592 1，069 1，007 945 628 118 14 4 1 4 4，852 
ナマズ 183 169 81 68 257 231 136 134 118 23 25 46 1，471 
ギ ギ 147 142 622 344 176 54 91 155 236 177 186 164 2，694 
ドジョウ 一 Y 一 一 一 7 
J、 ゼ 1 1 7 8 6 3 2 28 

イサザ 606 7 164 1，978 3，375 4，476 5，465 3，528 2，583 4，323 26，505 
コ‘P リ 77 20 18 23 3，223 3，743 5，923 880 56 7 7 19 13，996 
エ y ドス 266 234 35 417 1，466 487 161 171 388 3，625 
ザ コ 1，770 2，231 2ρ00 2，371 2.ぞ61 1，747 1，102 1，722 2，689 2，779 2，606 2，202 25，780 
ニ巳 ピ 2，578 1，155 2，092 1，694 2，209 2，673 4，919 7，777 11，797 12，983 11，952 5，665 67，494 
マエピ 91 244 154 149 146 182 378 426 160 38 8 19 1，995 
フイギョ 110 178 174 115 293 228 200 42 14 2 11 10 1，377 
ボ ア 218 31 8 73 74 206 355 146 21 14 39 1.186 

殻付腕 27，435 19，472 9，808 7，153 9，612 13，441 15，948 32，150 25.147 25，263 42，783 49，736 277，948 
削身腕 9，306 2，170 一 537 3，617 3，025 9，169 8，016 35，840 
ダプ貝 5，514 1，146 645 195 122 235 1，349 2，851 4，640 4，109 5，001 4.273 29，880 
カラス貝 651 217 122 50 151 765 492 592 176 263 727 4，206 
タニシ 1，537 533 207 457 317 696 1，238 1，021 1，175 182 450 4，294 12，107 
スツポ y 1 8 7 2 2 1 1 22 
d回!o.. 肝 79，65566，779 70，207 52.905 35，492 69，638 46，632 59，475 66，532 66，712 85.844 98，719 798.590 

9
h
 

F
D
 



琵琶湖産小鮎種苗供給実績〈自昭和22年至昭和28年)(第 16表)7. 

|昭和22年 l昭和23年|昭和24年 j昭和25年|昭和26年|昭和27年|昭和28年|
745，00尾o 522，0∞ 尾 716，00尾0 1，096.宵6 1，264.0 貫 1，592.官3 

.. 
1，786.0 

795，000 666，2，∞ 735，800 775.0 1，030.6 1，380.0 1，140.0 

280，000 190ρ00 505，500 490.0 420.0 610.0 535.0 

160，000 190，000 315，000 450.0 576.0 1，370.0 1，038.0 

160，000 80，000 200，000 一 一
280，000 160，000 160，000 240.0 200.0 200.0 

1，105，000 752，000 1，230，000 1，284.5 1，484.8 1，390.0 1，680.0 

995ρ00 626，400 810，900 850.0 931.2 1，025.0 1，235.0 

1，827，000 !，264，ooo 1，868，700 1，870.0 2，031.3 2，737.1 2，997.0 
124，000 80，000 160，000 240.0 285.5 450.0 585.5 

80，000 520，000 800，000 1ρ30.0 1，125.0 1，040.0 1，000.0 

2，998，600 2，870，000 3，841，900 5，119.0 5，806.1 7，989.1 8，446.1 

15，000 15ρ00 20，000 

400，0001 一 一 一 240.0 200.0 80.0 

一 170，000 210，0∞ 190.0 130.0 167.0 お0.0

520，000 202，000 100，000 490.0 464.0 923.0 1，042.0 
27，000 20，000 30，000 一 260.0 

535，000 480，000 440，0∞ 560.0 266.0 550.0 700.0 

190，000 70ρ00 130，000 200.0 118.0 350.0 470.0 

110，000 50，000 165，000 438.0 525.0 410.0 1，016.0 
334，000 301，000 668，000 862.0 140.0 1，050.0 1，012.0 
140，000 40，000 240，000 160.0 220.0 一 320.0 

70，000 40，000 70ρ00 160.0 195.0 360.0 430.0 

110，000 45，000 110ρ∞ 135.0 232.5 100.。 150.0 

430，000 350，αm 540，000 495.0 475.0 810.0 690.0 

404，000 168ρ00 168，500 391.0 回2.0 860.4 950.0 

80，000 一 90.0 

一 190，000 254.0 740.0 644.5 790.4 

100，000 85，∞o 160，000 280.0 120.0 470・0 170.0 

160，000 一 40，000 130.0 160.0 325.0 

520，000 80.000 340，000 150.0 310.0 420.0 350.0 

80.0 161.0 

一 一 80.0 150.0 

一 一 40.0 100.。
一 一 230.0 

130.0 

一 一 一 一 20.0 

一 一 50.0 

一 10.0 

13，687，600 10.037，900 14，964，800 18，210.1 20，372.0 27，988.4 30.449.0 
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長
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護保殖馨V 

昭和28年6月滋賀県規則第21号を以て公布された滋賀県漁業調整規則中関係条項を抜翠要約す

ると以下述べる如くである。

有害物の遺葉漏せつの禁止(第31条)。

一 53-



2.禁止期間

次の水産動植物は表中の期間は採捕出来たい。但し区画漁業権に基づき採捕する場合又はしじみに

ついては貝掻網漁業による場合、或は竹筒漁

業、延たb漁業、えびたつべ漁業叉はうえ漁

業を営む者が自家用の餌料に供するため知事

の許可を受けた場合を除く(第33条)。

名 称 右ア3主T 止 期 間

いけちょうがい 4月15日から 8月31日まで

し じ み 5月10日から 8月31日まで

藻 類 5月1日から 7月31日まで

3. 増殖用親魚の確保

ますつについては表中の期間増殖用親魚に供するため、知事の許可を受けて採捕する場合の外は採

名 称| 禁止期間 l 捕出来友い(第34条)。

ま す 110月15日から 11月30日まで

4. 全長等の制限

次の水産動物は表中広掲げる大きさのものは採摘しては左ら友い(第35条)。

名 称 大 き さ
I1 
名 称 大 き さ

う な ぎ 全長35セ Yチメートル以下 ひ :b~ い | 全長 9セ yチメートル以下
、、ー. L、 全長25セ yチメートル以下 いけちょう品、| 殻長 10セ yチメート峨下

ま 、す 全長25セ Yチメートル以下 し じ み | 殻長 1.5セ yチメートル以下
」当 な 全長 15セ yチメートル以下 食用かえる|体重200グラム以下

5. 漁具漁法の制限禁止

イ.次の漁具漁法で水産動物を採捕してはたらたい(第37条)。

名 称 左ア苫f司~ 止 除 外 事 項

水中に電気を通してなす漁法 なし

動k器を使用してなす漁法 7月1日から 9月22日まで、あゆを採掃討、る場合

2. 第5種共同漁業権に上り魚類を探措する場合

柳このを根誘致そのし他てをな沈す号¥法し、 もろ なし

ロ.小型機船底びき網漁業では操業中漁具のえい行に動力を使用しては友らたい。但し次表に

掲げる区域では、表中の漁業及期間に限って許される(第37条の 2)。

区 域 期 間 漁具漁法

次のィ，ロを結よ:線的ハ， ::=..を結ぶ線までの琵琶湖 I 12月1白川翌年|小型機船底びき網漁
(湖岸線から沖合700メートルまでの水面を除く) I 2月末日まで。 I業の中手繰第3種漁
イ，大津市柳ケ崎突端 ハ，滋賀郡堅田町浮御堂の中 I業
央 |

ロ，栗太郡老上村矢橋港 ェ，野洲郡速野村木浜港 | 

a品
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ハ.下記の漁具漁法は表中に掲げる範囲内で友ければたらたい(第38条)。

名 帯広 範 囲

え り

(1) 費えり
賞チ目 0.3セ yチメ F トパ以上 但し縦間数2∞メートル以上の部分では1.5セ y
メートル以上

白)網えり 網の節数6節以下(網目 6セ yチメ戸トル以上〉

もんどり 網の節数6節以下(網目 6セ yチメートル以上〉

長小糸網
網
丈 7メー軽トル輩以勘下t国但主主しk真野g川京尻国北土岸星ーかも企ら野豆塑洲ま川北は流10尻メ北ー岸トルを見以王通したす線る
以北の と

糸 網 網の節数 16節以下(網目 2セ yチメートル以上〉

t間 丈 0.7メートル以上 1.5メートル以下

細目小糸網 綱 丈 0.7メートル以下

つたつベベを除(えく〉びた 笠餐 目目 2セ Yチメートルル以以上上
0.5セ yチメート

う え
但く。し(1)えり査で使用するもの し河川又は溝渠でどじょう採捕に使用するものは除

貝船びき網 網の節数 12節以下(網目 2.73セ yチメ F トルT.L上〉

貝 掻 網 網の節数 12節以下(網目 2.73セ yチメートル以上〉

|大地曳網 網の節数 20節以下く網目1.6セ yチメートル以上〉

手操第3種漁業 網の節数 12節以下乙網目 2.73セ yチメートル以上〉

ふな 3枚網 網網の節z数t- 1.56節メ以ー下トル(以網下目6セ yチメートル以上〉

ー下記の漁具漁法は表中に掲げる期聞は使用してはたらたい(第39条)。

名 称 本7~主 止 期 間 [1 名 称 左?宮主司Z 止 期 間

いさピ船びき網 よ し 巻 5月 1日泊ミら 7月31日までー

どり船びき網 手操第3種漁業 5月10日から 8月3]日まで
4月10日から 8月15日まで

もろこ船びき網 貝船びき網 7月 1日方ゐら 8月31日まで・

手操第 1種漁業 ふな 3枚網 8月1日から翌年3月31日まで

8 夜間における漁具漁法の制限禁止(第40条)。

名 称|禁止期間

押網〈押笠を含む)I 5月1日;から 7月31日まで

や す I5月1日から 7月31日まで

7.漁具使用数量等の制限(第41条)。

名 称 範 囲 名 範 囲

長小糸網 網の延長 750メートル以下 つTこっベベを除(え<)びた 1∞個以下

糸 網 網の延長 1500メートル以下 う え 300個以下

細目小糸網 網の延長 750メートル以下 えびたつベ 500個以下

竹 筒 3∞本以下 ふな 3枚網 網の眠 750 ~- l-Jv以下|

もんどり 250本以下

-
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8 禁止区域

イ.親魚の産卵及び稚魚成育保護のため琵琶湖t'L.;;Jないて下記の通り禁止区域を設定して一定期

間中漁業を禁止している。(第42条。)

主音琶湖におけるもの

栗太郡常盤村地先 1ケ所

中ノ湖地先 2ケ所

彦根市地先 2ケ所

早崎内湖地先 1ケ所

高島郡饗庭村地先 1ケ所

高島郡本庄村地先 1ケ所

滋大賀津市郡雄堅琴田町町地よ先り Iケ所

河川におけるもの

犬上川筋大掩村地先 1ケ所

姉川筋伊吹村地先 1ケ所

高時川筋高時村地先 1ケ所

ロ.下記漁業は表中の区域内で操業出来たい(第43条)。

いきど船びき網漁業 真野川尻北端から野洲川南流尻北端を

もろこ船びき網漁業
見通した線以南、南郷洗堰までの琵琶

湖及び瀬田川水面並びに内湖く中ノ湖
どり船びき網漁業 を含む〉及び入江

手繰第 1種漁業

9. 産卵保護水面

知事は水産動物の繁殖保護上必要があると認めるときは、産

卵ふイ七を保護しようとする水産動物の種類、水面の区域及び期

間を定めるととが出来る。叉産卵保護水面の区域内では、水産

動物を採捕し叉は魚群を散逸し、その他水産動物の産卵ムイヒを

妨げる行為はしてはたらたい(第43条の 2)。

10.河川及び河口における砂醸採取の禁止及び許可(第44条)。

次の河川並びにその川尻両岸を見通した線及び同川尻両岸から湖岸線上を左右それぞれ150メー

トルの点までの湖岸線から沖合180メ{トノレまでの区域では9月1日から 12月15臼までの期間砂

礁を採取してはたらたい。但し特別に知事.の許可を受けた場合は除く。

真野川、和遡川、野洲川、日野川、愛知川、宇骨川、犬上川、芹川、天ノ川、姉川、余呉川.高時

川、大川、知内川、石田川、安曇川、鴨川

11.漁獲の最高限度

知事は、水産動物の繁殖保護上必要があると認めるときは、水域を指定し、その水域内で認めら

れる漁獲量の最高限度及びその漁獲量の最高限度に逮すると予想される期日を水産動物の種類叉は

漁業の種類ごとに定めるととが出来る。

との場合、その水域t'L.~いて、その漁獲量の最高限度を詔交、叉はその期日以後t'L.~いて水産動

物を採捕し、叉は漁業:を営んでは主主らたい(第46条)。

四憎殖事業

従来水産試験場・で実施していた増殖事業は、昭和 23年5月社団法人滋賀県水産協会の設立によ

ってその一部を委譲し同 24年度よりは県の委託事業として全面的に同協会に長いて実施するとと

とたれ更に同 26年 12月滋賀県漁業協同組合連合会との合併によって.同連合会に3ないて実施さ

れている。

過去 5 カ年t'L.~ける事業内容註びにその成績は次の通りである。(同連合会配布資料による。)
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1. 種苗放涜事業(第17表)穣苛放流成績

主守主主| i昭和 26年| 昭和2
鰻 苗 2，112貫 2，554貫 2， 50貫 2，162貫 3，244貫

シラス鰻護成放流 97貫

鯉 苗 2，115貫 1，894貫 2， 757貫 1，957貫 1，935貫
一一

l虹 鱒 苗 一- 17，刷用

2. 種卵移入弛に採卵ふ化放涜事業(第18表)種卵瞬化放流成績

[i二責主主|一年|昭和M 年|昭一|昭利年|昭和沼年

購入 一 130，610，000粒 253，270，0∞粒 77，21∞，000粒 一

自占 卵 ふイヒ率 55% 38% 35% 一
一
放流 一 78，836，000粒 96，242，∞0粒 26，961，∞o粒 一

購入 一 50，∞0，0∞粒
一 ー一

会魚卵 よイヒ率 一 一 減耗 10.8% 

放流 一 一 4，460，αm粒

購入 8，444，000粒 6，074，900粒 5，854，000粒 2，407，1∞粒 2，114，9∞粒
一

鰐 。H 」イヒ率 30.3% 64% 64% 65% 65% 
一一一四

放流 2，562，000尾 3，356，4∞尾 3，721 ，0001~ 1，561，200尾 明 618同
採卵 -1 536，684，000粒 301，066，000粒 170，164)000粒 一
一

鮒 ss ふ化率 一 25% 0町i5円ね以ー{. 46% 一

放流 -1 134，170，000毘 165，586，000尾 77，935，000尾 一

註1・昭和23年度採卵一鮒卵-382，251，∞o粒，働卵ー137，090，0∞粒，ワタカ卵-72，180，0∞粒， :=..ゴイ卵

-2，835，∞0粒

E・ 昭和24年度探卯ーハス、ワタカ、ニプイ ßf~計 112， 198，0∞粒

3. 天然産卵保護事業

ホンモロコ及びフナについて湖辺適地位人工~r~Jrc産卵床を設置して之に産卵させるととによって

その天然産卵を助長し11.保護を加え、叉アユについては主要河川に産卵場を設定して自然解化放流

を行うものである。その成績は次の通りである(第19表)。

第四表:
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支すえとl昭和25年 l昭和26年|昭和 27年 l

産卵 一 28，025千粒

一
鮒 よ~1t.率 一 40%1 

放流 一

-17よ22産卵 一

鮎 ふ化率 一 65% 

l重喜 63，220平方米

4. 魚類増殖保護施設

イ.魚礁

魚類の箆息場及び蕃殖場としての%¥礁の設置場処、規模及び構造等について昭和 24年度以降のも

のは第 20表の通りである。その構造は大部分が古船沈設によるもので、一部には岩雑のみ投入す

る様式或は竹叉は杭を以て囲鏡するものも見られる。代表的のもの3種を第15図に示す。

第 20表魚礁一覧表

設置年度l面積| 規 格 位 置

60坪 古船沈設、生立木堆併用 塩慣す通称大半地先、距岸60m、水深3.5m、

昭和24年 76坪 向上 古保利村片山地先、通事島県ケ崎、距岸50m、水深3.7-4.5m

中湖元第2禁漁区

40坪 古船沈設、柴、石及壷使 瀬田町地先 水深 4m  

用

昭和25年
100坪 岩雑のみ

堅中中潮湖四島町町地地先元先抗 水水水深深深 1024m 皿田50坪 竹囲、生立木堆、岩雑
50坪 古船、生立木、糠俵，石
50坪 向上 米原町地先 水深 3ロ1

古船、岩雑 10坪 常盤村地先、志那魚揚場~坂本見通線沖1700m 

昭和26年 岩雑のみ 八幡町沖島西北岸より 50mの地点

向上 大網肘南浜漁業協同組合突堤南方3∞m

50坪 古船、生立木、岩雑 真野村真野浜地先より東北600m

昭和27年 回坪 同上 米原町朝妻筑摩地先天野川下流より 1，∞Om

80坪 同上 朝日村西野水道口から北 300m

50坪 向上 和運富村今宿地先浜より東方300m、水深 7.5m

昭和28年 50坪 向上 山田村北山田地先魚揚場より西方 1，αX)m
50坪 向上 海津村海津地先浜上り西南方 130m.水深 8m
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60.疋

杭

第 15図 1

漁礁の例 I
昭和25年6月安土村地先設問のもの 主材料岩雑 10坪、葉付柴400束、生立木50本
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第 15図 2

漁礁の例 E
昭和25年8月堅田町地先設置のもの 主材料百船6隻、岩雑 10坪、葉付柴2∞束、生立木20本
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第 15図 3

漁礁の例 E

昭和27年度真野村、米原町朝筑に設置のもの 主材料古船4隻、岩雑 10坪、柴及び餌料

ロ.霞生地増成事業

湖辺に霞苗を移植して魚類の産卵場及成育場を瑞成しようとするものであって、その要領は水深

80cm以浅の湖辺を選び、坪当り 10株の割合で芽のある苗を平均 15cmt'C掘って植付ける。苗は

一本宛竹叉は木に結びつけ離脱流失を防ぐ。叉風向を考慮して地形に応じて土俵等を沈設して防波

の処置を講す=る。

第 21表年度別霞生地増成成績表

5. 真珠養殖事業

本湖t'C~ける淡水養殖事業は、その企業形態として発足したのは昭和 10 年であって、その後戦

時中一旦中絶したが、戦後再び復興し現在では次の4社を算えるに至った(第22表)。
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